
今
月
の
主
な
内
容

C
o
n
te
n
ts ２３３4510151920

　

下
田
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

１
月
８
日
（
日
）
、
新
春
恒
例
の
消
防
出
初

式
が
西
土
佐
地
区
運
動
場
で
行
わ
れ
、
市
内

17
分
団
、
団
員
３
５
０
人
と
一
緒
に
、
下
田

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
か
ら
も
12
人
が
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

下
田
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
将
来
の
地
域

防
災
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
下

田
小
学
校
５
、
６
年
生
で
編
成
。
全
国
に
約

４
９
０
０
あ
る
同
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
今
年
度

の
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
（
全
国
33
、
高
知
県
３
）
に

選
定
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
小
学
生
に
ベ
テ
ラ
ン

団
員
も
刺
激
を
受
け
、
全
員
一
丸
と
な
っ
て

地
域
防
災
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

四
万
十
川 

花
絵
巻

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
　
　
　
　
　

消
防
出
初
式               

玉
姫
さ
ま
の
通
行
手
形   

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
と
ご
報
告  

四
万
十
市
成
人
式             

各
種
検
診（
健
診
）の
受
付      

フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集    

ね
ん
き
ん
だ
よ
り           

▼▼▼▼▼▼▼▼▼
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菜の花バス停留所  発車時間（片道乗車料金：100円）

四万十市観光協会前発

中村駅発

市役所駐車場発

新ロイヤルホテル四万十発

中村プリンスホテル発

入田ヤナギ林発

18:00

18:05

18:12

18:20

18:24

18:35

18:45

18:50

18:57

19:05

19:09

19:20（着）

入田ヤナギ林発

中村プリンスホテル発

新ロイヤルホテル四万十発

市役所駐車場発

中村駅発

四万十市観光協会前発

19:25

19:35

19:39

19:45

19:52

19:55

20:05

20:10

20:14

20:20

20:27

20:30

21：00

21：05

21：09

21：15

21：22

21：25（着）

3/17（土）～3/25（日）の9日間

3/24（土）

四万十川 花絵巻四万十川 花絵巻四万十川 花絵巻
催物開催日程

3/
（木）１ 10/

（日）14

各花絵巻名称

菜の花の巻

桜の巻

藤の巻

花菖蒲の巻

紫陽花の巻

睡蓮の巻

曼珠沙華の巻

設定期間

3/1（木）～4/8（日）

3/17（土）～4/8（日）

4/14（土）～4/22（日）

5/26（土）～6/3（日）

6/2（土）～6/10（日）

5/1（火）～10/14（日）

9/22（土）～9/30（日）

催物開催日

3/10（土）～4/8（日）の土・日・祝と3/19（月）

無

無

5/26（土）

6/2（土）

7/21（土）

9月22日（土）・23日（日）

催物名称

菜の花の宴

無

無

花菖蒲の宴

紫陽花の宴

睡蓮の宴

曼珠沙華の宴

10：00～15：00
◆菜の花ご当地“入田”物産展
◆四万十食まつり
◆その他、たくさんの催しいっぱい
　・巣箱作り体験　・野草食品卸売会
　・昔のおもちゃで遊ぶコーナー
　・ざわめきテント（飲食販売）　・四万十川自然観察会
　・菜の花写生コンテスト　・風船プレゼント
　・四万十川PRテント（降雨体験機・３Ｄシアター）
12:00、13:00、14:00
　・川船で水中観察
12:00～14:00
　・春の野草試食会

3/10のみ
　・ラジコンヘリ見学　・キャンディードロップ
13：00～15：00
　・野点（無料／先着200人）　・琴の演奏

3/11のみ13:00
　・子供宝探し（小学生以下）100人にお菓子プレゼント

◆菜の花茶屋めし（お昼時）
　・中村料理飲食店組合によるおいしい料理が大集合
◆菜の花コンサート（3/17のみ）
11：00～12：00　市立西中学校吹奏楽部
13：00～14：00　市立中村中学校吹奏楽部

◆うまいちやフェスタ
10：30より食券配布（無料／先着700食）
　・四万十市の食材を使った、市内飲食店による
　 グルメ大会
　＊雨天時は天神橋アーケードにて開催

◆熱気球イベント
6：30～9：30（6：10受付開始）
・先着100人程度。1回約5分（乗降含む）
・大人1,900円、小学生1,400円、未就学児500円
＊小学生以下は大人の同乗が必要
＊雨天・強風など気象状況により中止になります。
＊熱気球はロープにつながれています。

18：30～21：0０
◆菜の花“夢灯り”の小径(菜の花提灯の無料貸出を行います。)
　・菜の花の小径に、具同小学校・東中筋小学校児童作成の紙灯籠や幡多農高作成の竹灯籠を設置。
3/10のみ18：30～（株）幡多中央魚市場によるあったか”うおいち鍋”（無料／先着100食）

問い合わせ先 四万十市観光振興連絡会議（事務局）　(市)観光課 観光係 ☎（34）1783　(社)四万十市観光協会 ☎(35)4171

3/10（土）・11（日） 3/17（土）・3/18（日）

3/10（土）・3/11（日）・3/17(土)～3/20（火・祝）

桜の巻 3/
（土）17 4/

（日）8

ボンボリの点灯で夜桜を演出。幻想的な花見が楽しめます。

＊期間中は車両通行規制（小姓町側→丸の内側のみの一方通行）を行います。

菜の花の巻 3/
（土）1 4/

（日）8

菜の花の宴～催し物内容～

開催場所　為松公園
点灯期間　18時～22時

会場　入田ヤナギ林

入
田
会
場

桜づつみ公園

トンボ
自然公園 四万十川

キャンプ場
四万十川
キャンプ場

四万十
市役所●

●
安並
運動公園

至宿毛市 至足摺岬

至高知市

至大用

具同

中
村

入田
為松
公園
為松
公園

四
万
十
川

入
田
ヤ
ナ
ギ
林

入
田
ヤ
ナ
ギ
林

3/10（土）・11日（日）の2日間、「菜の花バス」が巡回します。ぜひご利用ください。

平
成
24
年
2
月
号

2



　

1
月
8
日（
日
）、新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式

が
西
土
佐
地
区
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
士
気
の
高
揚
、指
揮
統
率
お
よ

び
現
場
規
律
の
徹
底
、機
械
器
具
お
よ
び
操
作

の
熟
知
、消
防
団
員
相
互
の
信
頼
と
親
睦
を
目

的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、宮
地
地
区
駐
車
場（
江
川
﨑
）か

ら
西
土
佐
大
橋
東
詰
め
ま
で
の
区
間
を
、消
防

車
両
30
台
が
パ
レ
ー
ド
走
行
し
、そ
の
後
、西

土
佐
地
域
運
動
場
へ
向
か
い
集
合
隊
形
を
と

り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、市
長
挨
拶
、消
防
団
長
訓
示
、優

良
団
員
の
表
彰
や
人
員
お
よ
び
機
械
器
具
点

検
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
下
田
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
も
初
め
て

参
加
。同
ク
ラ
ブ
は
昨
年
、少
年
消
防
ク
ラ
ブ

活
性
化
推
進
会
か
ら
モ
デ
ル
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
選
定
を
受
け
、地
域
の
防
災
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
梯
子
操
法
の

披
露
で
す
。川
﨑
、津
野
川
、江
川
の
各
分
団
員

が
梯
子
を
と
び
口
で
巧
み
に
操
っ
て
立
ち
上

げ
、そ
れ
に
素
早
く
駆
け
上
が
っ
た
団
員
が
上

か
ら「
謹
賀
新
年
」、「
火
の
用
心
」、「
祝
出
初

式
」と
書
か
れ
た
垂
れ
幕
を
降
ろ
す
と
、会
場

に
集
ま
っ
た
観
覧
者
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
、川
﨑
分
団
ポ
ン
プ
車
を
先
頭

に
消
防
車
両
17
台
が
網
代
キ
ャ
ン
プ
場
前
の

河
原
ま
で
移
動
し
、一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

四
万
十
市
消
防
出
初
式

　

１
月
22
日（
日
）、高
知
県
危
機
管
理
部
主

催
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

が
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
会
議
室（
市
内

上
ノ
土
居
）で
開
か
れ
、本
市
か
ら
93
人
が
参

加
し
ま
し
た
。（
全
体
参
加
者
は
幡
多
地
域
と

四
万
十
町
か
ら
１
４
０
名
）

　

四
万
十
市
長
が
地
元
を
代
表
し
て
挨
拶
を

し
た
あ
と
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援

に
行
っ
た
２
名
の
講
師（
高
幡
消
防
組
合
今

城
修
一
司
令
補
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
高
知
市
民
会
議
山

﨑
水
紀
夫
理
事
）か
ら
、現
地
の
生
々
し
い
ス

ラ
イ
ド
を
交
え
た
報
告
と
地
震
津
波
対
策
の

教
訓
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

釜
石
市
で
は
学
校
に
い
た
子
ど
も
た
ち
は

全
員
助
か
り
、「
釜
石
の
奇
跡
」と
言
わ
れ
た

の
は
、普
段
か
ら
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
て
い

た
か
ら
。子
ど
も
た
ち
に
誘
導
を
さ
れ
、多
く

の
お
年
寄
り
も
助
か
っ
た
。

　

一
方
、石
巻
市
の
大
川
小
学
校
で
は
訓
練

も
行
わ
れ
ず
、生
徒
の
7
割
が
亡
く
な
っ
た
。

　

「
地
域
力
」が
最
大
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

あ
り
、住
み
よ
い
地
域
は
災
害
に
強
い
地
域
。

地
域
の
お
祭
り
や
運
動
会
を
大
事
に
す
る
こ

と
が
ご
近
所
同
士
の
た
す
け
あ
い（
町
内
会
、

隣
組
、班
）に
つ
な
が
る
。

　

家
庭
で
は
普
段
か
ら
家
具
の
転
倒
、ガ
ラ

ス
の
飛
散
防
止
や
火
災
を
出
さ
な
い
取
り
組

み
に
心
が
け
る
。避
難
場
所
や
経
路
を
常
に

確
認
し
、避
難
訓
練
を
怠
ら
な
い
こ
と
。

　

参
加
し
た
区
長
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

西土佐地区団員による梯子操法の披露

一斉放水
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募
集
期
間

2
月
１
日
〜
６
月
8
日

募
集
人
員

４
人
程
度（
ハ
ウ
ス
の
空
き
状
況
に
よ
り
変
更

　
　
　
　
　

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

研
修
期
間

平
成
24
年
8
月
か
ら
１
年
以
上
〜
最
長
２
年
間

研
修
内
容

米
ナ
ス
、普
通
ナ
ス
の
養
液
栽
培
研
修
を
は
じ

　
　
　
　
　

め
、肥
培
管
理
や
農
業
経
営
、実
証
ハ
ウ
ス
で
の

　
　
　
　
　

土
耕
栽
培
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

応
募
要
件
　
　

●
市
内
在
住
ま
た
は
、平
成
24
年
8
月
以
降
に
四
万
十
市
在

　

住
で
、施
設
へ
の
通
勤
が
可
能
な
人

●
概
ね
18
歳
以
上
50
歳
未
満
の
人

●
自
立
し
て
就
農
す
る
新
規
就
農
希
望
者
で
農
業
を
開
始
し

　

て
い
な
い
こ
と

●
研
修
が
修
了
す
る
ま
で
に
市
内
に
お
い
て
就
農
計
画
の
認

　

定
を
受
け
認
定
就
農
者
に
な
る
こ
と

●
研
修
期
間
中
は
他
に
就
業
し
な
い
こ
と

研
修
手
当
　

年
額
1
５
0
万
円
〜（
予
定
） 

応
募
手
続
　

指
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、左
記
ま
で
提
出
し
て
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い（
郵
送
可
）。

選
考
方
法
　

募
集
期
間
終
了
後
に
個
別
面
接
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】
　
　

(

市)
農
業
課
　

☎（
3
4
）1
1
1
7　　

四
万
十
農
園
あ
ぐ
り
っ
こ（
四
万
十
市
竹
島
4
2
9
4-

1
） 

　

☎（
3
3
）1
4
7
7

あ
ぐ
り
っ
こ
研
修
生
募
集

　

四
万
十
市
旅
館
組
合
は
、１
月
10
日
か
ら
、宿

泊
客
を
対
象
に
市
内
の
飲
食
店
で
料
理
や
飲
み

物
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る「
玉
姫
さ
ま
の
通

行
手
形
」の
発
行
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

手
形
は
、四
万
十
ヒ
ノ
キ
製
で
、土
佐
一
條
家

2
代
房
冬
の
正
室「
玉
姫
様
」の
イ
ラ
ス
ト
を
焼

印
し
た
も
の
で
、宿
泊
客
に
各
宿
泊
施
設
が
手
形

を
貸
し
出
し
、「
玉
姫
さ
ま
の
お
食
事
処
」（
居
酒

屋：

12
店
舗
）と「
玉
姫
さ
ま
の
ほ
ろ
酔
処
」（
ス
ナ

ッ
ク：

32
店
舗
）と
書
か
れ
た
ヒ
ノ
キ
の
看
板
の

あ
る
店
で
、そ
の
手
形
を
見
せ
る
と
、地
元
食
材

を
使
っ
た
一
品
や
飲
食
代
の
割
引
が
受
け
ら
れ

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、本
市
へ
の
観
光
客
の
入
り

込
み
が
年
々
増
加
す
る
一
方
で
、宿
泊
客
が
年
々

減
少
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、宿
泊
客
増
加
を
目

指
し
て
企
画
し
た
も
の
で
、「
小
京
都
中
村
」の
雅

な
文
化
や
歴
史
、ま
た
、四
万
十
川
を
中
心
と
す

る
食
文
化
を
P
R
し
よ
う
と
、食
を
中
心
と
し
た

取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
友
人
や
お
知
り
合
い
の
方
が
、本
市
を
訪
れ

る
際
に
は
、ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
社
）四
万
十
市
観
光
協
会
　

☎（
3
5
）4
1
7
1

「
玉
姫
さ
ま
の
通
行
手
形
」
は
じ
め
ま
し
た

ど
こ
ろ

ど
こ
ろ

「お食事処」看板

「ほろ酔処」看板

通行手形

平
成
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年
2
月
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合計 １３３名　３，８８１，０８０円 

ふるさと納税（四万十市ふるさと応援寄附金 )のお礼とご報告ふるさと納税（四万十市ふるさと応援寄附金 )のお礼とご報告
　市では、平成20年度からふるさと納税制度をスタートし、平成23年中は、下記の皆様からご寄附をいただきました。ご厚
志に感謝いたしますとともに、いただいたご寄附につきましては、「四万十市ふるさと応援基金」にいったん積み立ててか
ら、魅力、活力のあるふるさとづくりのために大切に活用させていただきます。

　23年中の寄附者数は133名で、22年中の29
名から大幅に増加しており、制度がスタート
した20年10月から23年12月までの累計は、
151名（175件）、8，384，080円です。

【問い合わせ先】
　（市）企画広報課　☎(３４)１８１０

寄附金の使途の指定内訳 寄附金額（円）

合計

ふるさとの環境と景観を守る事業
ふるさとの人（高齢者、子どもなど）を守り育む事業
ふるさとの産業を守り育む事業
ふるさとのイベントを守り育む事業
ふるさとを災害から守る事業
その他市長が適当と認める事業（市長にお任せ）

711,000
759,080
60,000
44,000
29,000

2,278,000
3,881,080

【平成23年1月～12月にご寄附いただいた方】※お申し込み順

埼玉４、千葉4、東京24、神奈川8、静岡3、富山4、愛知4、京都3、大阪8、兵庫3、福岡2、その他20非公表希望 87名

　

高
校
を
卒
業
し
、
中
村
を
出
て
、
二
十
年
に
な

り
ま
す
。
今
は
、
見
渡
す
限
り
山
も
川
も
な
い
都

会
で
、こ
ど
も
た
ち
に
昔
話
を
語
り
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　

あ
た
し
が
具
同
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、

学
校
の
先
生
方
が
、『
幡
多
の
む
か
し
話
』と
い
う

本
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。こ
の
本
を
読

ん
で
、
昔
話
と
い
う
も
の
が
、
遠
い
ど
こ
か
の
話

で
は
な
く
て
、
自
分
の
暮
ら
し
て
い
る
場
所
で
、

自
分
に
つ
な
が
る
人
た
ち
が
伝
え
て
く
れ
た
も

の
だ
と
知
り
、自
分
も
、自
分
の
暮
ら
す
幡
多
も
、

自
分
の
ま
わ
り
の
人
も
だ
い
す
き
に
な
り
ま
し

た
。
大
学
で
、
古
今
東
西
の
昔
話
に
ふ
れ
る
機
会

に
恵
ま
れ
る
と
、幡
多
の
昔
話
と
同
じ
よ
う
な
話

が
、
幾
千
年
の
昔
に
も
、
世
界
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

幡
多
の
伝
承
は
実
に
多
彩
で
す
。人
口
が
十
万

人
に
満
た
な
い
一
地
方
に
、実
に
六
百
話
も
の
昔

話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
中
に
は
、人
類
最
古
の
伝
承
と
も
い
わ
れ

る
洪
水
伝
説（
西
土
佐
）を
は
じ
め
、古
事
記
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
の
で
き
る
、い
ざ
な
み
い
ざ

な
ぎ
伝
説（
宿
毛
）、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
か
か
わ
り

を
思
わ
せ
る
金
の
斧
の
話（
佐
賀
）、日
本
を
代
表

す
る
と
ん
ち
も
の
の
泰
作
さ
ん
の
話（
中
村
）、大

力
の
女
お
か
ね
の
話
（
土
佐
清
水
）
、
そ
れ
か
ら
、

ほ
か
に
類
話
が
知
ら
れ
て
い
な
い
、世
界
的
に
も

め
ず
ら
し
い
昔
話
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
現
在
、
親
や
祖
父
母
か
ら
受
け
継

ぎ
、
語
っ
て
き
た
方
々
の
多
く
は
亡
く
な
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
貴
重
な
昔
話
を
き
く
こ
と
は
、ほ
と
ん

ど
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
暮
れ
、『
幡
多
の
む
か
し
話
』の
編
纂
を

さ
れ
た
当
時
の
先
生
方
が
中
心
と
な
っ
て
、幡
多

地
方
の
民
話
と
風
土
を
紹
介
す
る『
四
万
十
川
流

れ
て
　

幡
多
昔
む
か
し
』と
い
う
本
が
出
版
さ
れ

ま
し
た
。泰
作
さ
ん
や
大
力
お
か
ね
の
話
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
昔
話
が
幡
多
弁
で
語
ら
れ
、
ま

た
、
昔
の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
四
万
十
川
流

域
に
自
生
す
る
植
物
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
、た
く
さ
ん
の
幡
多
の
方
に
手
に
と
っ
て
い
た

だ
い
て
、今
、幡
多
に
生
き
る
こ
ど
も
た
ち
に
、幡

多
弁
で
伝
え
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

昔
話
は
幾
千
年
の
時
を
こ
え
、
空
間
を
こ
え
、

伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。人
間
の
短
い
一
生

で
は
持
ち
続
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
、集

団
の
記
憶
と
し
て
後
世
に
伝
え
て
く
れ
る
、記
憶

装
置
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
幡
多
の
昔
話
は
、
幾
世
代
に
も
渡
っ

て
幡
多
弁
で
語
り
継
が
れ
、磨
き
こ
ま
れ
て
い
ま

す
。
幡
多
弁
で
な
く
て
は
伝
わ
り
に
く
い
の
で
、

あ
た
し
も
幡
多
弁
で
語
っ
て
い
ま
す
が
、幡
多
弁

の
わ
か
ら
な
い
都
会
の
こ
ど
も
た
ち
で
さ
え
、目

を
き
ら
き
ら
さ
せ
て
き
い
て
く
れ
ま
す
。幡
多
の

こ
ど
も
た
ち
に
こ
そ
、い
つ
も
話
し
て
い
る
幡
多

弁
で
、幡
多
の
昔
話
を
き
い
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
千
年
の
昔
に
も
、
世
界
に
も
つ
な
が

る
幡
多
の
昔
話
が
、幡
多
の
こ
ど
も
た
ち
に
受
け

継
が
れ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
。

　

作
家
。昨
年
、童
話『
あ
か
い
く
ま
』(

講
談
社)

、高
知
県

の
昔
話『
ち
ん
こ
ろ
り
ん
』(

福
音
館
書
店)

を
出
版
。

幡
多
の
こ
ど
も
た
ち
に
　

幡
多
の
昔
話
を

中
脇
　

初
枝

　

神
奈
川
県
横
浜
市（
中
村
出
身
）

　

昭
和
49
年
生
ま
れ

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

秦野兼二郎様

樫 原 宏 司 様

土 森 道 雄 様

山 﨑 幹 夫 様

松 繁 美 和 様

今 井 昭 代 様

稲 田 耕 治 様

茶 畑 猛 喜 様

平 沼 博 将 様

太 田 道 子 様

芹 沢 寿 一 様

横 山 隆 様

小 川 邦 雄 様

亀 井 那 菜 様

中 岡 達 哉 様

中 村 次 郎 様

川 崎 智 洋 様

平 田 一 郎 様

井 上 淳 哉 様

佐 竹 末 利 様

岡 初 美 様

三 品 尚 様

原 島 義 夫 様

中 岡 輝 夫 様

小 林 昌 彦 様

國 見 学 様

梅 村 明 美 様

佐 藤 良 幸 様

(株)ブシド様

岡 利 政 様

石 倉 勝 志 様

山 本 博 文 様

韮 澤 伸 介 様

田 中 鳩 美 様

古 川 真 治 様

木谷悠貴子様

片 山 義 雄 様

鈴 木 初 美 様

沼 野 郁 夫 様

加 用 俊 栄 様

加 島 一 男 様

内 田 敬 二 様

千代田静夫様

羽 田 野 亮 様

異 相 貴 文 様

岡 山 栄 雄 様

（ 福 岡 ）

（ 大 阪 ）

（ 愛 知 ）

（ 東 京 ）

（ 高 知 ）

（ 福 岡 ）

（ 大 阪 ）

（ 愛 知 ）

（ 京 都 ）

（ 岡 山 ）

（ 東 京 ）

（北海道）

（ 埼 玉 ）

（神奈川）

（ 東 京 ）

（ 兵 庫 ）

（ 大 阪 ）

（ 東 京 ）

（ 東 京 ）

（ 大 阪 ）

（ 滋 賀 ）

（ 宮 城 ）

（ 東 京 ）

（ 千 葉 ）

（ 東 京 ）

（ 大 阪 ）

（ 岐 阜 ）

（北海道）

（ 愛 媛 ）

（ 大 阪 ）

（ 島 根 ）

（ 岡 山 ）

（ 埼 玉 ）

（ 京 都 ）

（ 千 葉 ）

（ 東 京 ）

（ 東 京 ）

（ 東 京 ）

（ 埼 玉 ）

（ 奈 良 ）

（神奈川）

（ 東 京 ）

（ 埼 玉 ）

（神奈川）

（ 東 京 ）

（ 大 阪 ）
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「
墓
地
、埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」に
よ
る
墓
地
等
の
経
営
、変
更
、廃
止
の
許
可
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
は
県
が
条
例
に
基
づ
い
て
許
可
事
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、平

成
24
年
４
月
１
日
か
ら
市
へ
権
限
委
譲
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
４
月
以
降
、四
万
十
市
内
に
お
い
て
墓
地
等
を
経
営
、変
更
、廃
止
し
よ

う
と
す
る
際
は
、市
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

墓
地
は
、個
人
が
自
己
所
有
地
に
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、勝
手
に
つ
く
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。４
月
以
降
、新
し
く
墓
地
を
つ
く
る
場
合
に
は
、市
長
の
許
可
が
必
要

で
す
。ま
た
、個
人
や
石
材
店
お
よ
び
不
動
産
会
社
な
ど
が
墓
地
を
造
成
し
、分
譲
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
墓
地
の
購
入
を
検
討
す
る
際
は
、そ
の
墓
地
が
保
健
所
長
も
し
く
は
市
長
の

許
可
を
受
け
た
墓
地
で
あ
る
か
ど
う
か
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
墓
地
等
の
設
置
場
所
の
基
準
】

①
周
辺
の
美
観
を
損
ね
る
こ
と
が
な
く
、そ
の
付
近
の
住
民
の
飲
料
水
を
汚
染
す
る
お

そ
れ
が
な
い
こ
と
そ
の
他
公
衆
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
　

②
災
害
危
険
区
域
、地
す
べ
り
防
止
区
域
、急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
指
定
さ

れ
た
土
地
を
含
ま
な
い
こ
と
。

③
公
園
、学
校
、病
院
そ
の
他
の
公
共
施
設
又
は
人
家
敷
地
か
ら
の
距
離

　

墓
　

地：

お
お
む
ね
1
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
場
所

　

納
骨
堂：

（
境
内
地
外
、社
会
福
祉
施
設
の
敷
地
外
）お
お
む
ね
50
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
た
場
所

　

火
葬
場：

お
お
む
ね
2
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
場
所

④
鉄
道
、自
動
車
専
用
道
路
、国
道
ま
た
は
主
要
な
県
道
等
か
ら
お
お
む
ね
20
メ
ー
ト

ル
以
上
、主
要
な
河
川
、海
か
ら
30
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
場
所

※
当
該
墓
地
等
の
区
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
状
況
に
よ
り
、墓
地
等
の
設
置
が
公

衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
右
記
基
準
に
よ

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係
　
　

☎（
3
4
）1
1
1
3

（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係
☎（
5
2
）1
1
1
1

墓
地
等
を
つ
く
る
に
は
許
可
が
必
要
で
す
！！

〜
４
月
か
ら
許
可
事
務
は
市
に
な
り
ま
す
〜

　

平
成
24
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標
は
、地
域
協
議
会
ま
た
は
J
A
を
通

じ
て
生
産
者
の
方
々
に
配
分
さ
れ
ま
す
が
、24
年
産
米
に
つ
い
て
は
、
東

日
本
大
震
災
に
伴
う
作
付
け
制
限
等
に
よ
り
、被
災
県
か
ら
生
産
数
量
目

標
の
引
き
渡
し
希
望
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
県
を

通
じ
て
対
価
を
支
払
い
、生
産
数
量
目
標
を
引
き
受
け
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
生
産
数
量
目
標
の
引
き
受
け
を
希
望
さ
れ
る

場
合
や
、制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

J
A
高
知
は
た
担
い
手
支
援
課
　

☎（
3
4
）7
6
4
1

（
市
）農
業
課
　
　
　
　
　
　
　

  
☎（
3
4
）1
1
1
7

平
成
24
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標
の

引
き
受
け
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
4
月
9
日
で
任
期
満
了
と
な
る
四
万
十
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
選
挙
の
期
日（
投
票
日
）
　

3
月
25
日（
日
）

■
選
挙
期
日
の
告
示
日
　

3
月
18
日（
日
）

■
選
挙
す
べ
き
委
員
数
　

21
人

■
立
候
補
予
定
者
等
事
前
説
明
会

　

立
候
補
予
定
者
、推
薦
届
出
者
は
、ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日  

時

2
月
21
日（
火
）10
時
〜

場  

所

市
役
所
3
階
会
議
室（
3
0
3
〜
3
0
5
）

持
参
す
る
も
の
　

立
候
補
予
定
者
ま
た
は
、説
明
会
出
席
者
の
印
鑑

【
問
い
合
わ
せ
先
】

(

市)

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　

0（
3
4
）1
7
8
4

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　昨年４月の森林法改正により、今年４月以降、森林の土地の所有者となった人は市町村長への事後届出が義務付けられ
ました。

届出対象者　個人・法人を問わず、売買や相続等により森林の土地を新たに取得した人
届出期間　土地の所有者となった日から90日以内

【問い合わせ・届出先】(本庁)林業課　0（34）1118 　　(総合支所)西土佐林業分室　0（52）1111　
(県)林業振興・環境部森づくり推進課 　0088(821）4574

森林の所有者届出制度が４月からスタートします

平
成
24
年
2
月
号

6



12
月
16
日
〜
１
月
15
日

12
月
16
日
　

市
議
会
12
月
定
例
会（
〜
21
日
）

　
　
　
　
　

Ｆ
Ｍ
高
知
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
受

　
　

17
日
　

秋
水
平
和
音
楽
祭

　
　

19
日
　

古
津
賀
第
二
団
地
要
望
受

　
　

20
日
　

井
沢
団
地
要
望
受

　
　

21
日
　

市
議
会
閉
会

　
　

22
日
　

地
域
づ
く
り
支
援
本
部
会
議

　
　

23
日
　

中
村
読
売
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　

26
日
　

消
防
組
合
議
会

　
　
　
　
　

環
境
施
設
組
合
議
会

　
　

27
日
　

土
佐
市
民
病
院（
土
佐
市
）

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
高
知
病
院（
南
国
市
）

　
　
　
　
　

高
知
県
国
保
連
合
会（
高
知
市
）

　
　
　
　
　

新
旧
・
副
知
事
挨
拶（
同
）

　
　
　
　
　

高
知
県
健
康
政
策
部
、土
木
部
、産
業
振
興

　
　
　
　
　

部
ほ
か（
同
）

　
　

28
日
　

仕
事
納
め
式（
本
庁
、消
防
署
）

　
　
　
　
　

年
末
消
防
特
別
警
戒
督
励

　
　

30
日
　

年
末
消
防
特
別
警
戒
督
励

１
月
３
日
　

成
人
式（
中
村
、西
土
佐
）
　

　
　

４
日
　

仕
事
始
め
式（
本
庁
、支
所
）

　
　

５
日
　

幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
初
市
式
典

　
　
　
　
　

中
村
商
工
会
議
所
新
年
互
礼
会

　
　

７
日
　

中
村
青
年
会
議
所
新
年
名
刺
交
換
会

　
　

８
日
　

消
防
出
初
式

　
　

９
日
　

高
知
大
学
医
学
部
阿
波
谷
教
授
講
演
会

　
　

11
日
　

高
知
県
建
設
業
協
会
中
村
支
部
新
年
会

　
　

14
日
　

医
師
確
保
業
務（
大
阪
、京
都
市
）〜
15
日
　

　
　

15
日
　

都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
応
援（
京
都
市
）

日
　
　

誌

　

駅
伝
は
英
語
で
も
E
K
I
D
E
N
。日
本
固

有
の
競
技
で
す
。

　

競
技
と
し
て
最
初
に
行
な
わ
れ
た
の
は
１

９
１
７
年（
大
正
６
年
）。京
都
か
ら
東
京
ま
で
、

東
海
道
に
沿
っ
て
23
人
で
走
っ
た
そ
う
で
す
。

ス
タ
ー
ト
地
点
の
京
都
三
条
大
橋
に
は
、駅
伝

発
祥
の
地
記
念
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
15
日
、そ
の
京
都
で
行
な
わ
れ
た
都
道

府
県
対
抗
女
子
駅
伝
大
会
の
応
援
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

都
大
路
を
南
北
に
９
区
間
、
４
２
・
１
９
５

キ
ロ
を
、
中
学
生
、
高
校
生
、
社
会
人
（
ま
た
は

大
学
生
）が
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

今
年
も
高
知
県
チ
ー
ム
の
主
力
は
本
市
勢

で
す
。森
本
紗
和（
西
土
佐
中
）、池
本
愛（
中
村

高
）、宮
脇
瑤
子（
四
国
電
力
、中
村
高
卒
）の
３

人
が
選
ば
れ
ま
し
た（
昨
年
は
４
人
）。

　

森
本
さ
ん
は
、西
土
佐
中
に
は
陸
上
競
技
部

が
な
い
た
め
、普
段
は
音
楽
部
で
フ
ル
ー
ト
を

吹
い
て
い
ま
す
が
、走
る
の
も
大
好
き
な
が
ん

ば
り
屋
さ
ん
で
す
。

　

池
本
さ
ん
は
、国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の

実
績
も
あ
る
全
国
を
代
表
す
る
ラ
ン
ナ
ー
で
、

読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
は
３
年
連
続
大

会
記
録（
５
キ
ロ
）を
更
新
中
で
す
。

　

宮
脇
さ
ん
は
、
四
国
電
力
陸
上
部
に
属
し
、

い
ま
は
高
松
市
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、こ
の
大

会
特
有
の
ふ
る
さ
と
選
手
枠
と
し
て
連
続
出

場
し
て
い
ま
す
。

　

選
手
が
つ
な
ぐ
た
す
き
は
、ふ
る
さ
と
の
絆

そ
の
も
の
で
す
。
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
の
西
京

極
陸
上
競
技
場
ス
タ
ン
ド
に
は
、各
県
の
の
ぼ

り
が
は
た
め
き
、
私
も
京
都
高
知
県
人
会
（
会

長
吉
本
幸
男
さ
ん
）の
人
た
ち
と
一
緒
に
声
援

を
送
り
ま
し
た
。

　

高
知
県
チ
ー
ム
は
最
終
的
に
37
位（
昨
年
29

位
）
で
し
た
が
、
２
区
を
走
っ
た
池
本
さ
ん
は

８
位
で
受
け
た
た
す
き
を
７
位（
県
勢
途
中
最

高
記
録
）に
上
げ
る
健
闘
を
み
せ
ま
し
た
。

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
、本
市
関
係
者
の
マ
ラ
ソ
ン
、

駅
伝
な
ど
で
の
活
躍
が
目
立
っ
て
お
り
、頼
も

し
く
思
い
ま
す
。

　

１
月
22
日
、広
島
市
で
行
わ
れ
た
男
子
の
都

道
府
県
対
抗
駅
伝
大
会
で
も
県
チ
ー
ム
に
選

ば
れ
た
宿
毛
工
業
高
校
の
２
人
（
岡
添
大
樹
・

中
村
西
中
、
友
永
佑
夏
・
中
村
中
）
と
、
高
知
農

高
の
浅
利
宗
一
郎
君
（
中
村
西
中
）
は
本
市
出

身
で
す
。チ
ー
ム
は
35
位
で
し
た
。
　

　

２
０
０
７
年
、世
界
陸
上
マ
ラ
ソ
ン
に
は
久

保
田
満
選
手（
当
時
旭
化
成
）が
出
場
。今
年
の

大
学
箱
根
駅
伝
に
は
氏
原
健
介
選
手（
上
武
大

学
）
が
３
年
連
続
出
場
し
、「
花
の
２
区
」
を
快

走
。県
立
中
村
中
も
昨
年
度
ま
で
３
年
連
続
県

代
表
（
女
子
）
で
全
国
中
学
駅
伝
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

走
る
こ
と
は
健
康
な
体
づ
く
り
の
基
本
で

す
。
普
段
の
生
活
で
も
、
歩
く
こ
と
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
心
が
け
、車
依
存
症
か
ら
脱
し
た
い
も

の
で
す
。こ
れ
は
自
分
自
身
へ
の
注
文
で
も
あ

り
ま
す
。

　

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
は
全
国
の

ラ
ン
ナ
ー
あ
こ
が
れ
の
大
会
に
な
り
ま
し
た

が
、「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」と
し

て
も
全
国
の
モ
デ
ル
に
な
り
た
い
。そ
の
た
め

に
も
、本
市
で
は
か
け
っ
こ
が
大
好
き
な
こ
ど

も
た
ち
を
た
く
さ
ん
育
て
た
い
。

　

新
春
の
は
し
り
ぞ
め
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対

抗
駅
伝
に
加
え
て
、今
年
か
ら
こ
ど
も
た
ち
が

中
村
の
市
街
地
を
巡
回
し
て
走
る
駅
伝
が
始

ま
り
ま
す
。
小
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
。
１
月
28

日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

駅
伝
の
聖
地
が
京
都
な
ら
ば
、中
村
も
京
都

ゆ
か
り
の
ま
ち
。
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
も
一
條

神
社
前
の
天
神
橋
商
店
街
で
す
。

　

今
年
は
一
條
神
社
創
建
１
５
０
年
で
も
あ

り
、こ
ど
も
た
ち
の
元
気
な
走
り
で
中
心
市
街

地
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
、は
ず
み
の
年
に

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ふ
る
さ
と
を
つ
な
ぐ

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

女子駅伝高知県チームと京都高知県人会応援団
(京都西京極陸上競技場)
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住民税（市県民税）・国民健康保険税の申告はお早めに！
申告の受付は２月１６日（木）～３月１５日（木）までです。

■申告が必要な人　
　平成24年1月1日現在､四万十市に居住しており､次に該当する人
１ 営業等､農業､不動産､配当､雑などの所得があった人
 
２ 給与所得者で次に該当する人
（１）勤務先から市へ給与支払報告書が提出されていない人
（２）給与所得以外の所得（営業等､農業､不動産､配当､雑など）があった人
（３）２ヶ所以上から給与の支払を受けている人や年の中途で就職、退職した人で年末調整をしていない人
（４）医療費控除などを受けられる人
 
３ 年金､恩給などの公的年金等の受給者で次に該当する人
（１）公的年金等以外の所得（営業等､農業､不動産､配当､雑など）があった人
（２）社会保険料控除､生命保険料控除､地震保険料控除､医療費控除などの各種控除を受けられる人

４ その他
　無収入及び非課税収入（遺族年金、障害年金など）のみの人で、市内同一世帯の人の扶養親族になっていない人
　
　○確定申告（国税の申告）が必要な場合は、四万十市では申告期間中に限り、市職員による申告相談を受け付けています。
　※申告の内容によっては、中村税務署でのご相談（申告）となります。

■申告が不要な人
１ 所得税の確定申告書(還付申告書を含む)を提出された人
２ 給与収入のみの人で､勤務先から市へ年末調整済みの｢給与支払報告書｣が提出されている人
３ 年金・恩給などの公的年金等のみで、医療費控除や社会保険料控除などの各種控除を受けない人
４ 前年中に収入がなく市内同一世帯内の人の扶養となっている人

※所得がなかった人でも申告がないと、国民健康保険の加入者は、国民健康保険税の『低所得者に対する軽減措置』の適用
　を受けることが出来ない場合があります。
　また、国民年金保険料の免除申請、公営住宅、児童扶養手当、医療費助成、金融機関などへの各種申請等に必要な所得（課
　税）証明の交付ができません。

■申告に必要なものなど

　申告書は１世帯について１部お届けしていますが、土地建物や株式などを譲渡した場合
には『分離課税用』申告書の提出(または確定申告)が必要です。世帯の中で２人以上申告を
要する場合などは、申告書をお送りしますので連絡してください。

申告書には必ず押印してください。

源泉徴収票か給与支払者の証明書（給与・公的年金以外に所得がある場合、その所得の支払
調書）

　『営業等所得』、『農業所得』、『漁業所得』および『不動産所得』のある人は、適正な所得を算
定するため収支内訳書や帳簿書類の提出をお願いします。
　また収入のわかるもの、必要経費となる領収等を持参してください。

※『農業所得』のある人については、次のことにご注意ください。
○農産物の販売をしていない自家消費のみの人も所得の申告は必要です。
○米の農業所得標準（１反あたりで所得や経費を計算する方法）は廃止されています。農業
所得は、原則収支計算です。

○農産物を販売された人は『ＪＡの農産物販売証明書』や『市場の仕切書』、『出荷証明書
等』など、販売金額の分かるものが必要です。

○必要経費についてはＪＡ等の発行する『経費明細書』や、『もみすり調整費』の他、｢農業共
済掛金｣、「農業新聞」、「新規購入の農機具代」等の領収書等をご持参ください。（農業に関
して支出したものは必要経費となります）

○平成23年中に納付したトラクター・コンバインなどの軽自動車税の納税額は必要経費と
なります。

○『収支内訳書』は独自の様式でもかまいません。

健康保険税（料）、介護保険料、国民年金保険料、生命保険料、地震保険料の領収書または
保険料控除証明書
※国民年金保険料、生命保険料、地震保険料を控除するためには、各保険料の控除証明書の
添付が必要ですので、必ず申告書に添付してください｡

医療費の領収書や損害額を証明できる書類

申告書
※申告書が届いてなくて
も申告はできます。

印鑑

給与所得者・年金所得者

事業所得者
※営業所得(内職なども
含まれます)、農業・漁
業所得、不動産所得な
どがある人

社会保険料控除、生命保
険料控除、地震保険料控
除を受けるには

医療費控除、雑損控除を
受けるには

 

※

▼

次ページへ続きます 平
成
24
年
2
月
号
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（本　　庁）税務課 市民税係　☎（34）1112（直通）／（34）1111（内線2102 ～ 2106）
（総合支所）住民課 税務係　　☎（52）1111（代表）

【問い合わせ先】

所得税の確定申告と納税
○平成23年分所得税確定申告の税務署での申告相談および申告書の受付は、2月16日（木）から3月15日（木）まで
です。

○個人事業者の消費税および地方消費税の申告と納税は、4月2日（月）までです。
○平成23年分の贈与税の申告の窓口での相談は、2月1日（水）から3月15日（木）までです。

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」のご利用を
○インターネットで申告書の作成ができます
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

「e-Tax」（国税電子申告・納税システム）のご利用を
自宅やオフィス、税理士事務所からインターネットを利用して申告、申請、届出などができます。
● e-Taxの4つのメリット
①ホームページからカンタン申告
②最高4,000円の税額控除（平成19年分から平成23年分の間で、いずれか1回）
※ただし本人の電子署名及び電子証明書を付して、申告期限内にe-Taxで申告した場合です。
　税理士が納税者に代わって電子証明書を省略して、e-Taxで申告した場合はこの控除は受けられません
③添付書類の提出省略
④還付金がスピーディー
【注】e-Taxご利用にあたっては、住基カード(電子証明書付)およびICカードリーダライタの準備が必要です。
　　詳しくは、e-Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

公的年金を受給されているみなさまへ
○平成23年分の確定申告から、公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の
　所得が20万円以下である場合には、「所得税の確定申告書」の提出が不要となりました。
【注1】この場合であっても、所得税の還付を受けるための申告書を提出することができます。
【注2】確定申告書の提出が不要な場合であっても、住民税(市県民税）の申告が必要な場合があります。

問い合わせ・相談窓口
○タックスアンサー（税に関するインターネット上の相談）
国税庁ホームページまたは、下記のアドレスからご利用ください。
パソコンから http://www.nta.go.jp/taxanswer　 携帯電話から http://www.nta.go.jp/taxanswer/phone

○中村税務署（中村新町4-4）　0（35）2135
　申告書作成コーナーおよびパソコンコーナーにて対応します。
　※電話による一般的なご相談は、音声案内に従って、確定申告に関する相談は０番を、その他の相談は１番を選択して
　ください。税理士や税務相談官等が承ります。

インターネットで確定申告を！
市長が「e-Tax」を体験

　インターネットを利用して、所得税の確定申告ができる「e-Tax」（国税電子申
告・納税システム）の利用促進を図るため、田中市長が同システムを利用し、デモ
申告を体験しました。
　「e-Tax」は、税務署に行かなくても自宅や職場から国税の申告や納税の手続が
可能で、主な利点として医療費控除の領収書や生命保険料控除証明書等の添付書
類の提出が省略できるほか、e-Taxで申告された還付申告は早期処理される（３週
間程度に短縮）など、大変便利なシステムですので、ぜひご利用ください。
　

確定申告のご案内

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、障害者控除対象者認定書などをご持
参下さい。

〇障害者控除対象者の認定について
　税法上の障害者控除は、通常「身体障害者手帳」等を交付されている人などについて認め
られていますが、手帳の交付を受けられていない人でも、年齢65歳以上で介護保険の要介
護認定（要介護度１～５）を受けられた人は、税の障害者控除の対象となる場合がありま
す。申告時に介護保険被保険者証を提示してください。
　なお、所得税の確定申告には、｢障害者控除対象者認定書｣が必要です。

【障害者控除対象者認定書申請場所】
（本　　庁）福祉事務所 社会福祉係　 　0（34）1120
（総合支所）西土佐福祉分室（保健課内）　0（52）1132

障害者控除を受けるには

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

平
成
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12
23(金)

１
３ (火)

第
43
回

読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

第
7
回

四
万
十
市
成
人
式

　

12
月
23
日（
金
）、毎
年
恒
例
の
読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
幡
多
郡
内
を
は
じ
め
、
高
知
市
や
四
万
十
町
、
愛
媛
県
、
香
川

県
な
ど
か
ら
前
回
を
大
き
く
上
回
る
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
朝
10
時
の
気
温
は
6.7
℃
と
や
や
低
め
で
し
た
が
、風
も
強
く
な

く
、
絶
好
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
日
和
の
な
か
、
前
回
よ
り
50
人
多
い
2
9
5

人
が
、3
㎞
、5
㎞
、10
㎞
の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
池
本
愛
さ
ん（
中
村
高
校
２
年
）
は
、
こ
れ

で
３
年
連
続
の
大
会
記
録
更
新
と
な
り
、敢
闘
賞
も
３
年
連
続
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

【入賞者（敬称略）】
種目

小学男子の部（3km）
小学女子の部（3km）
中学男子1年の部（3km）
中学女子1年の部（3km）
中学男子2・3年の部（3km）
中学女子2・3年の部（3km）
壮年の部（5km）
高校女子・一般女子の部（5km）
高校男子の部（10km）
一般男子の部（10km）

【敢闘賞（敬称略）】
高校女子・一般女子の部

1位
新谷　竜平
濵口　菜月
谷岡　宰宜
早川　由花
山口　真
山本　杏奈
岩波　道信
池本　愛
岡添　大樹
田中　智也

池本　愛

2位
谷脇　春樹
森下　裕々
杉本　悟
池本　有加里
小橋　優太
田中　麻由
渡辺　誠毅
伊勢脇　葵
友永　佑夏
有光　浩

大会新記録

3位
上岡　洸太
野島　萌夏
猪谷　進示
中平　京
大原　壮翔
山本　紗羅
塩田　充幸
河岡　みずほ
佐々倉　一与
中平　伸幸

敢闘賞を受賞した池本愛さん 寒風に負けずに、みんなガンバレ！

【
中
村
地
域
】

　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
対
象
者

2
9
0
人
の
う
ち
2
4
4
人
が
出
席
。

　

式
典
で
は
市
長
よ
り
、昨
年
度
の
災
害
を
取
巻

く
情
勢
な
ど
に
お

い
て
多
用
さ
れ
た

〝
絆
〞
と
い
う
言

葉
を
、こ
の
時
期
に

開
催
さ
れ
て
い
る

駅
伝
で
の
た
す
き

に
な
ぞ
ら
え
て
、

「
四
万
十
市
の
素
晴

ら
し
さ
、良
さ
を
た

す
き
に
託
し
て
、全

国
に
伝
え
る
代
表

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

ぜ
ひ
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

新
成
人
か
ら
は
、

田
中
李
沙
さ
ん
よ

り
昨
年
行
わ
れ
た

記
念
植
樹
の
報
告

が
あ
り
、
ま
た
、
全

体
を
代
表
し
て
松

田
尚
大
さ
ん
よ
り

「
新
成
人
と
し
て
自

分
の
行
動
に
責
任

と
自
覚
を
持
ち
、自

分
た
ち
を
育
て
て

く
れ
た
四
万
十
市
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
各
々
が
選
ん
だ
道
を
進
ん
で
い
き
た
い
」

と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

【
西
土
佐
地
域
】

　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、

対
象
者
34
人
の
う
ち

24
人
が
出
席
。

　

西
土
佐
会
場
恒
例

の
新
成
人
の
自
己
紹

介
の
ほ
か
、
今
年
は

新
し
い
取
り
組
み
と

し
て
、
地
域
内
の
小

学
４
年
生
（
10
歳
）
を

「
２
分
の
１
成
人
者
」

と
し
て
招
待
し
、
先

輩
達
の
晴
れ
の
姿
を

見
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
全
員
に
将
来

の
夢
を
発
表
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、

新
成
人
を
代
表
し
て

瀧
平
祥
史
さ
ん
か
ら

「
成
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
っ
て
地
域
の

発
展
に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
の
力
強
い
決
意
表

明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
青
年

団
の
進
行
に
よ
る

ゲ
ー
ム
大
会
が
行
わ

れ
、
豪
華
景
品
の
獲

得
を
め
ざ
し
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
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1
8 (日)

1
3 (火)

1
7 (土)

1
9 (月)

四
万
十
カ
ッ
プ

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

1
月
7
日（
土
）・
8
日（
日
）、第
19
回
四
万

十
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
安
並
運
動

公
園
ほ
か
で
開
催
さ
れ
、
愛
媛
県
西
予
市
や

宇
和
島
市
、
高
知
市
な
ど
か
ら
16
チ
ー
ム
約

2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
少
年
た

ち
が
友
情
を
深
め
合
い
、
健
康
増
進
と
技
術

の
向
上
を
目
的
に
、
本
市
の
中
村
少
年
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
と
中
村
南
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
主
管
す
る
大
会

で
、
大
会
初
日
は
予
選
リ
ー
グ
24
試
合
が
、
大
会
2
日
目
は
、
決
勝
お

よ
び
2
部
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
19
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

2
日
間
と
も
、全
員
が
ひ
と
つ
の
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、ゴ
ー
ル
を

目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、1
日
目
は
中
村
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
、2
日
目
は
幡
多
農

業
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
副
審
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
成
績
】

　

優
　

勝
　

宿
毛
Ｆ
Ｃ（
宿
毛
市
）

　

準
優
勝
　

和
霊
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

（
宇
和
島
市
）

　

第
３
位
　

大
方
Ｆ
Ｃ（
黒
潮
町
）

　

第
２
部
優
勝
　

Ｆ
Ｃ
一
宮
東（
高
知
市
）

　

野
並
聖
志
郎
賞
　

鬼
北
チ
グ
リ
ー
ニ
ョ
．

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ｃ（
鬼
北
町
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗

つ
な
ひ
き
大
会

　

１
月
９
日（
月
）、安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
第
22
回
四

万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗
つ
な
ひ
き
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
協
議
会
の
主

催
で
、各
団
体
が
行
う
種
目
と
は
異
な
る
種
目
で
交
流
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、特
定
の
種
目
に
限
定
さ
れ
な
い
し
な
や
か

な
心
と
体
を
作
り
、友
達
の
和
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
各
団
体
か
ら
10
チ
ー
ム
67
人
が
参
加
し
、
選

手
６
人
が
力
を
合
わ
せ
て
、全
力
で
綱
を
引
き
合
っ
て
い
ま

し
た
。互
角
の
勝
負
に
な
る
と
、選
手
だ
け
で
な
く
、チ
ー
ム

メ
イ
ト
や
保
護
者
の
応
援
に
も
力
が
入
り
、勝
負
に
一
喜
一

憂
す
る
な
ど
、そ
の
場
に
い
る
皆
さ
ん
が
交
流
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
と
し
て
、中
村
柔
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
19
人
と
中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
東
山

ボ
ー
イ
ズ
の
混
合
チ
ー
ム
29
人
の
対
戦
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

中
村
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
人
数
の
差
を
物
と
も
し
な
い

力
を
見
せ
つ
け
勝
利
し
、た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

【
成
績
】

優
　

勝

　

中
村
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

準
優
勝

　

中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

第
３
位

　

中
村
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
D

新
春
は
し
り
ぞ
め

　

１
月
３
日（
火
）、毎
年
恒
例
の
中
村
地

域
の
体
育
始
め
「
新
春
は
し
り
ぞ
め
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
は
し
り
ぞ
め
は
、年
末
年
始
の
運

動
不
足
を
解
消
し
、
心
地
よ
い
汗
を
思

い
っ
き
り
流
し
て
も
ら
う
こ
と
と
、今
年

1
年
間
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
元
気
に
過

ご
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

穏
や
か
な
天
気
の
も
と
、３
６
２
人
の

参
加
者
は
元
気
に
中
村
中
学
校
を
ス

タ
ー
ト
し
、約
１
３
０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
を

走
り
き
り
ま
し
た
。

　

走
っ
た
後
は
、皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の

お
楽
し
み
抽
選
会
。賞
品
が
当
た
っ
た
参

加
者
は
、疲
れ
も
忘
れ
て
大
変
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。

■「まちの話題」で紹介した記事は市公式ホームページにも掲載しています。写真もたくさんあります。ぜひご覧ください。
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高
知
県
予
土
線
利
用
促
進
対
策
協
議
会
（
四
万
十
市
、

四
万
十
町
、高
知
県
）で
は
、「
Ｊ
Ｒ
予
土
線
」存
続
の
た
め

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、団
体
利
用
の
際
の
運
賃
を

補
助
す
る
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、ま
た
予
土
線
の
知
名

度
向
上
を
め
ざ
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も
製
作
し
ま

し
た
。

　

予
土
線
の
愛
称「
し
ま
ん
と
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
」と
、緑

溢
れ
る
素
晴
ら
し
い
車
窓
風
景
に
因
み
、緑
を
基
調
と
し

た
デ
ザ
イ
ン
の
グ
ッ
ズ
４
種
類（
T
シ
ャ
ツ
、バ
ッ
グ
、手

ぬ
ぐ
い
、缶
バ
ッ
ジ
）で
す
。

　

こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

を
現
在
実
施
し
て
い
る
団
体

利
用
運
賃
補
助
事
業
申
請
者

へ
、
先
着
80
名
に
い
ず
れ
か
1

種
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
　

間
　

２
月
29
日（
水
）ま
で

対
　

象
　

四
万
十
市
、四
万
十
町
に
居
住
・
就
労
・
就
学
し

　
　
　
　

て
い
る
人
か
ら
な
る
５
人
以
上
の
団
体

補
助
額
　

予
土
線
区
間
を
含
む
窪
川
〜
宇
和
島
駅
間
乗

　
　
　
　

車
運
賃
の
半
額

※
乗
車
予
定
日
の
10
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

　

く
こ
と
と
、乗
車
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
て
い
た
だ

　

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

高
知
県
予
土
線
利
用
促
進
対
策
協
議
会
事
務
局

　

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課  

☎（
5
2
）1
1
1
1

予
土
線
団
体
運
賃
補
助
事
業
利
用
者
へ

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で

は
、
受
験
の
た
め
の
交
通

手
段
と
し
て
窓
口
で
切
符

を
購
入
さ
れ
た
受
験
生
を

対
象
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
す
べ
ら
な
い
砂
」
の
無
料

配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
験
の
お
守
り
と
し
て
、

身
に
つ
け
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

配
布
期
間
　

3
月
末
ま
で

※
準
備
し
た
砂
が
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す

配
布
場
所
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社

　

中
村
駅
、宿
毛
駅
、安
芸
駅
、奈
半
利
駅
の
駅
窓
口

※
窓
口
に
て
受
験
の
た
め
に
切
符
を
購
入
す
る
こ
と

　

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■ 

「
す
べ
ら
な
い
砂
」と
は：

列
車
の
車
輪
と
レ
ー
ル

　

は
鉄
で
で
き
て
い
る
た
め
、
急
な
上
り
坂
で
は
車

　

輪
が
空
転
し
て
動
け
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
に
、
す
べ
り
止
め
の
た
め
に
車
輪

　

と
レ
ー
ル
の
間
に
撒
く
砂
の
こ
と
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱ 

営
業
課

☎（
3
5
）4
9
6
1

「
す
べ
ら
な
い
砂
」を

無
料
配
布
し
ま
す

「
す
べ
ら
な
い
砂
」を

無
料
配
布
し
ま
す

「
す
べ
ら
な
い
砂
」を

無
料
配
布
し
ま
す

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
・
高
知
西
南
交
通
バ
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
で
左
記
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

春
の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
、

あ
り
が
た
い
お
説
教
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
以
外
の
人
も
参
加
い
た
だ

け
ま
す
が
、
当
日
は
入
会
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
第
１
回

　

目
的
地
　

延
光
寺（
宿
毛
市
平
田
町
）

　

日
　

程
　

３
月
４
日（
日
）

　
　

中
村
駅
10

:

07
発 

【
普
通
】⇔

（
列
車
）⇔

平
田
駅

　
　

⇔

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）⇔

延
光
寺（
昼
食
、説
教
）

　

※
乗
降
す
る
駅
は
申
込
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

募
集
定
員
　

20
人（
先
着
順
）

　

募
集
期
間
　

２
月
14
日（
火
）〜

○
第
２
回

　

目
的
地
　

岩
本
寺（
高
岡
郡
四
万
十
町
茂
串
町
）

　

日
　

程
　

３
月
31
日（
土
）

　
　

中
村
駅
11:

11
発 

【
特
急
】⇔

（
列
車
）⇔

窪
川
駅

　
　

⇔

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）⇔

岩
本
寺（
昼
食
・
説
教
）

　

※
乗
降
す
る
駅
は
申
込
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

募
集
定
員
　

20
人（
先
着
順
）

　

募
集
期
間
　

３
月
１
日（
木
）〜

参
加
費

　

両
日
と
も
１
千
円（
お
弁
当
お
よ
び
保
険
代
）

申
込
方
法
　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
参
加
人
数
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
と
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

（
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅
事
務
所
内
）

　

☎（
3
5
）4
9
6
2

　

（
9
時
〜
15
時
／
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

春
！
の
り
の
り
支
援
隊
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

春
！
の
り
の
り
支
援
隊
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

春
！
の
り
の
り
支
援
隊
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

平
成
24
年
2
月
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市教委だより

▲授業のまとめ▲ビデオを見ながら学習　

非
行
防
止
教
室

　

近
年
、
非
行
の
低
年
齢
化
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。各
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
指

し
て
必
要
に
応
じ
て
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
も
年
間
行
事
計
画
に
非
行
防
止
を
視
点

に
各
学
年
に
応
じ
た
教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。中

村
警
察
署
の
協
力
を
い
た
だ
き
、１
年
生
で
は
非
行

防
止
教
室
、２
年
生
で
は
薬
物
乱
用
防
止
教
室
、３

年
生
で
は
犯
罪
被
害
防
止
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、全
校
生
徒
の
２
割
弱
の
生
徒
が
携
帯
電
話

を
持
っ
て
い
ま
す
が
、３
年
生
は
卒
業
と
同
時
に
携

帯
電
話
を
持
つ
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
３
年
生
の
学
習
で
は
、携
帯
サ
イ
ト
で
の
心
得
と

し
て
D
V
D
を
見
な
が

ら
分
か
り
や
す
く
警
察

の
方
に
指
導
し
て
い
た

だ
き
、
大
変
有
意
義
な

学
習
が
で
き
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

必
要
性
や
ち
ょ
っ
と
し

た
誘
惑
に
冷
静
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
学
習
で

き
た
こ
と
は
、
今
後
の

３
年
生
に
は
役
立
つ
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
も
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
を
促

進
で
き
る
よ
う
工
夫
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

下田中学校

西
土
佐
地
域
小
学
校

閉
校
記
念
式
典

　

毎
学
期
１
回
ず
つ
、
全
校
生
徒
が

20
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」と
名
付
け
た

体
験
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

楠
島
コ
ー
ポ
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
、

校
庭
の
草
引
き
、
学
校
周
辺
お
よ
び

中
筋
川
の
土
手
の
ゴ
ミ
拾
い
、
土
佐

く
ろ
し
お
鉄
道
・
国
見
駅
の
清
掃
、東

中
筋
保
育
所
お
よ
び
デ
イ
ケ
ア
施
設
「
え
び
す
」
の
訪
問
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

計
画
や
準
備
が
比
較
的
容
易
な
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
が
、

中
に
は
、
昼
休
み
な
ど
時
間
を
見
つ
け
て
は
、
訪
問
の
た
め
の

準
備
物
作
り
や
細
か
い
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
グ
ル
ー
プ
も
あ

り
ま
す
。活
動
時
間
は
、45
〜
60
分
間
と
短
い
で
す
が
、子
ど
も

た
ち
が
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、環
境
や
、福
祉
、道
徳
な
ど

多
く
の
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と
で
、人
間
的
な
成
長
が
図
ら
れ

る
活
動
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
え
び
す
」の
訪
問
で
は
、施
設
を
利
用
し
て
い
る
お
年
寄
り

の
方
々
に
大
変
喜
ば
れ
、
時
に
は
、
お
年
寄
り
の
方
々
か
ら
手

作
り
の
雑
巾
や
ガ
ラ
ス
拭
き
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、東
中
筋
保
育
所
訪
問
で
は
、毎

回
、
園
児
が
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん

た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
地
域
と

の
結
び
つ
き
や
絆
を
深
め
る
活
動
を

大
切
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。                                           

地
域
と
の
絆
を

　
　

大
切
に
し
た
活
動

東中筋小学校

▲保育所の園児とのふれあい ▲お年寄りの方々とのふれあい

　

西
土
佐
地
域
の
教
育
と
文
化
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
し
て
、

平
成
24
年
4
月
か
ら
西
土
佐
小

学
校
が
開
校
し
ま
す
。
こ
の
新
し

い
小
学
校
の
開
校
に
伴
い
同
地

域
の
6
小
学
校
は
、
休
校
ま
た
は

廃
校
と
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
各
小
学
校
に

お
い
て
閉
校
記
念
式
典
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日
　

程
】

川
﨑
小
学
校
　

 

３
月
４
日（
日
）

口
屋
内
小
学
校 

３
月
18
日（
日
）

西
ケ
方
小
学
校 

　
　

〃

本
村
小
学
校
　

 

　
　

〃

津
野
川
小
学
校 

３
月
24
日（
土
）

須
﨑
小
学
校
　
　
　
　

〃

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
思
い
出
と

長
い
歴
史
が
詰
ま
っ
た
小
学
校

の
閉
校
式
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
地
域

の
皆
さ
ま
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

の
ご
臨
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
の
詳
し
い
日
程
や

式
典
後
の
懇
親
会
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
直
接
各
小
学
校
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
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年
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※2月18日までの計画については、広報四万十1月号に掲載しています。    

【問い合わせ先】　　（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132 

事　業　名
妊婦教室
定例健康相談
大腸がん検診容器配付
健康の集い（食事会セット）
妊婦教室
大腸がん検診容器配付
マム＆チルドレン
乳児健診
献血
献血
ぴよっこクラブ（親子の集い）
大腸がん検診容器回収
献血
1歳9ヵ月児健診
大腸がん検診容器回収
出張料理教室
健康相談
健康の集い（食事会セット）
3歳児健診
定例健康相談
出張料理教室
乳児健診
健康の集い（食事会セット）
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
出張健康相談
マム＆チルドレン
献血
ぴよっこクラブ（親子の集い）
1歳9ヵ月児健診
健康の集い

月　 日
2月19日（日）

2月20日（月）

2月21日（火）

2月22日（水）

2月23日（木）

2月24日（金）

2月29日（水）
3月1日（木）

3月2日（金）

3月5日（月）

3月7日（水）

3月9日（金）

3月13日（火）

3月14日（水）

3月16日（金）

該当地区 時　　間
13:30 ～ 15:30
9:00 ～ 11:00
個別通知
11:00 ～

13:30 ～ 15:30
個別通知

10:00 ～ 11:30
12:50 ～ 13:30
13:00 ～ 17:00

9:00 ～ 11:30　12:30 ～ 17:00
9 :30 ～ 11:30
個別通知

9:00 ～ 12:30
12:50 ～ 13:30
個別通知
10:00 ～

13:30 ～ 15:00
11:00 ～

12:50 ～ 13:30
9:00 ～ 11:00
10:00 ～

12:50 ～ 13:30
11:00 ～

9:30 ～ 11:00
9:30 ～ 11:00
9:00 ～ 11:00
10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 16:30
9:30 ～ 11:30
12:50 ～ 13:30
13:30 ～

場　　　所
市役所　3階　会議室
西土佐分署横
江川～用井～藤ノ川方面
下家地集会所
市役所　3階　会議室
奥屋内～岩間方面
子育て支援センター
市役所　3階　会議室
四万十市役所
サニーマート四万十店
西土佐保健センター
江川～用井～藤ノ川方面
中村警察署
市役所　3階　会議室
奥屋内～岩間方面
奈路集会所
市役所　1階　相談室
西ケ方集会所
市役所　3階　会議室
西土佐分署横
玖木公民館
市役所　3階　会議室
下家地集会所
市役所　3階　会議室
市役所　3階　会議室
ＪＡ高知はた西土佐支所
具同体育センター
西土佐地区公民館
西土佐保健センター
市役所　3階　会議室
奥屋内下集会所

２1年に1度は健診を

月 水 木 金

急　患　の　み

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経

外　科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午後

休　　　　　診

循環器
（禁煙外来
を含む）

禁煙外来
（呼吸器外来）

初診
初診初診

再診

再診

再診

再診

休　診 再診

再診

再診

再診

再診

初診

矢野昭起
樋口佑次

初診 矢野昭起

樋口佑次
再診

再診
（最終週は
休診）

高橋敏也

矢野昭起

樋口佑次

石井泰則

第1
第3
第5樋口佑次

矢野昭起矢野昭起

再診 樋口佑次

（紹介患者のみ）

樋口佑次

鷲山憲治 

再診 樋口佑次

鷲山憲治 

国立高知
病院医師

竹田修司

竹田修司

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

第2

第4

医
師
診
療
担
当
日
● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

２
月
１
日
か
ら

市
民
病
院　

☎（
３
４
）２
１
２
６

市
民
病
院　

☎（
３
４
）２
１
２
６

平
成
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平
成
24
年
度
の
各
種
検
診（
健
診
）の
受
付
を
行
い
ま
す

特
定
保
健
指
導
等
に

　
　

参
加
し
て
く
だ
さ
い

　

平
成
24
年
度
各
種
検
診（
健
診
）の
申
込
書
を
広
報
２
月
号
と
一
緒
に
配
付
し
ま
す
。申
込
書
を
よ
く
読
ん
で
い
た
だ
き
、受
診
希
望
者

は
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
２
月
29
日（
水
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

注
１:

市
で
は
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者（
40
〜
74
歳
）を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　
　

 

　
　

 

対
象
者（
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
継
続
し
て
国
保
資
格
の
あ
る
人
）に
は
、特
定
健
診
の
案
内
を
通
知
し
ま
す
。（
申
込
不
要
）

　
　

  

　
　

※
国
保
へ
途
中
加
入
す
る
人
は
申
込
が
必
要
で
す
。ま
た
、他
の
健
康
保
険
加
入
者
は
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

注
２:

対
象
者
は
申
込
が
必
要
で
す
が
、生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

 

　
　

 

（
健
診
該
当
者
は
、各
種
が
ん
検
診
申
込
書
の
裏
面
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

　
　

注
３:

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
通
知
を
止
め
て
い
る
人
で
、検
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、隔
年
実
施
の
た
め
平
成
24
年
度
は
検
診
を
行
い
ま
せ
ん
。（
が
ん
検
診
推
進
事
業
の
対
象
者
を
除
く
）

・
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
希
望
者
全
員
有
料
と
な
り
ま
す
。（
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
が
申
し
出
た
場
合
と
が
ん
検
診
推
進
事
業
の
対
象
者

　

は
無
料
）

・
上
記
の
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
る
職
場
に
お
勤
め
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
検
診
対
象
者
は
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
、平
成
25
年
３
月
31
日
時
点
の
満
年
齢
を
基
準
と
し
ま
す
。

・
年
間
の
検
診（
健
診
）日
程
は
４
月
に
全
戸
へ
配
布
し
ま
す
。さ
ら
に
日
時
、場
所
な
ど
は
実
施
日
の
約
２
週
間
前
に
申
込
者
へ
通
知
し
ま
す
。

・
申
込
は
原
則
と
し
て
申
込
書
（
持
参
、
郵
送
）
に
よ
り
受
付
し
ま
す
が
、
や
む
を
得
な
い
事
情
な
ど
が
あ
る
場
合
は
電
話
で
の
申
込
も
受
付

　

し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
　

注
１

（
生
活
習
慣
病
健
診
）

検
診（
健
診
）名

対
　

象
　

者

料
金（
対
象
外
者
）

備
　
　

考

健
康
診
査
　

注
２

（
生
活
習
慣
病
健
診
）

前
立
腺
が
ん
検
診

50
〜
79
歳
の
男
性

肺
が
ん
検
診

40
〜
64
歳
の
男
女

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

65
歳
以
上
の
男
女

胃
が
ん
検
診

40
歳
以
上
の
男
女

大
腸
が
ん
検
診

40
歳
以
上
の
男
女

乳
が
ん
検
診

40
歳
以
上
の
女
性

４
０
０
円（
２
３
０
０
円
）

９
０
０
円（
４
５
０
０
円
）

３
０
０
円（
１
６
０
０
円
）

8
０
０
円（
予
定
）

１
０
０
円（
７
０
０
円
）

無
　

料

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
お

よ
び
生
活
保
護
受
給
者
な
ど

65
歳
以
上
の
人
は
集
団･

個
別
健
診
と
も
無
料

生
活
保
護
受
給
者
な
ど

は
、集
団
健
診
で
実
施

上
記
の
生
活
習
慣
病
健

診
実
施
日
に
行
い
ま
す

申
し
込
み
不
要
　

注
３

集
団
1
3
0
0
円

個
別
2
3
0
0
円

無
料 

※
対
象
と
な
る

40
歳
〜
64
歳
ま
で
の

外
国
人
1
3
0
0
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
本
庁
）保
健
介
護
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
５  

（
総
合
支
所
）保
健
課
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

〈
各
種
検
診（
健
診
）の
内
容
及
び
料
金
等
〉

　

特
定
健
診
等
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
西
土
佐
地
域
で
は

以
前
か
ら
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
村
地
域

に
お
い
て
も
今
年
度
か
ら
開
催
し
、
健
診
結
果
の
見
方
や

結
果
に
基
づ
く
日
常
生
活
で
の
注
意
事
項
な
ど
を
説
明
し

て
い
ま
す
。

　

12
月
22
日
（
木
）
、
１
月
14
日
（
土
）
の
結
果
説
明
会
に
は

「
生
活
習
慣
病
の
治
療
と
予
防
」
が
専
門
の
市
民
病
院
・
矢

野
昭
起
医
師
が
参
加
し
、生
活
習
慣
病
、特
に
高
血
圧
や
高

脂
血
症
な
ど
に
つ
い
て
、
予
防
医
学
の
視
点
か
ら
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
血
圧
の
正
し
い
測
り
方
や
家
庭
用
血
圧
計
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
の
実
演
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
、「
正

し
い
服
薬
の
仕
方
や
血
圧
の
測
り
方
の
説
明
が
参
考
に

な
っ
た
」「
糖
尿
病
の
怖
さ
が
わ
か
っ
た
の
で
、
生
活
改
善

を
し
た
い
」と
大
変
好
評
で
し
た
。

　

矢
野
医
師
は
こ
れ
か
ら
も
、
市
の
生
活
習
慣
病
に
関
す

る
事
業
に
関
わ
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、今
後
も
市
民
の
病
気
予
防
や
健
康
の
た
め
、関

係
機
関
と
連
携
し
、受
け
や
す
い

健
診
（
検
診
）
体
制
の
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、多
く
の

人
が
健
診（
検
診
）を
受
診
し
、特

定
保
健
指
導
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課
　

☎（
3
4
）1
1
1
5

（
総
合
支
所
）保
健
課
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

矢野昭起医師(市民病院)平
成
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救
急
医
療
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

現
在
、休
日
や
夜
間
に
お
い
て
、軽
症
の
患
者
さ
ん
に
よ
る
救
急

医
療
へ
の
受
診
が
増
加
し
て
お
り
、緊
急
性
の
高
い
重
症
の
患
者
さ

ん
の
治
療
は
も
と
よ
り
、通
常
診
療
に
も
支
障
を
き
た
し
か
ね
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
休
日
や
夜
間
は
、医
療
機
関
で
の
患
者
さ
ん
の
窓
口
負
担
も

高
く
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、保
険
税
や
ご
負
担
い
た
だ
く
医
療
費
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
に
も
、左
記
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
休
日
や
夜
間
に
受
診
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、平
日
の
時
間
内
に

　

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
休
日
や
夜
間
に
お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
で
心
配
に
な
っ
た
ら
、ま

　

ず
、こ
う
ち
こ
ど
も
救
急
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

③
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、ま

　

ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
こ
う
ち
こ
ど
も
救
急
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎（
♯
８
０
０
０
）ま
た
は 

☎（
０
８
８
）８
７
３‐

３
０
９
０

　

相
談
日
　

金
・
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始

　

相
談
時
間
　

午
後
８
時
か
ら
翌
日
午
前
１
時
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）市
民
課 

国
保
係
　

☎（
3
4
）1
1
1
4

〜
東
日
本
大
震
災
で
四
万
十
市
に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
皆
さ
ん
へ
〜

　

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
診
の
お
知
ら
せ

■
対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
人
の
う
ち
、以
下
の
市
町
村
に
住
ん
で
い

た
人
で
、住
民
票
を
異
動
せ
ず
に
他
地
域
に
避
難
し
て
い

る
人
。

　

な
お
、市
町
村
に
よ
り
受
診
で
き
る
場
合
と
で
き
な
い

場
合
が
あ
る
の
で
、
避
難
元
の
市
町
村
窓
口
ま
た
は
、
避

難
元
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

宮
城
県
　

仙
台
市
、石
巻
市
、気
仙
沼
市
、塩
竃
市
、

　
　
　
　

名
取
市
、岩
沼
市
、東
松
島
市
、亘
理
市
、

　
　
　
　

山
元
町
、女
川
町
、南
三
陸
町

福
島
県

　

白
河
市
、須
賀
川
市
、喜
多
方
市
、相
馬
市
、

　
　
　
　

二
本
松
市
、田
村
市
、南
相
馬
市
、伊
達
市
、

　
　
　
　

本
宮
市
、桑
折
町
、国
見
町
、川
俣
町
、大
玉
村
、

　
　
　
　

鏡
石
町
、天
栄
村
、西
会
津
町
、湯
川
村
、

　
　
　
　

会
津
美
里
町
、西
郷
村
、石
川
町
、玉
川
村
、

　
　
　
　

古
殿
町
、広
野
町
、楢
葉
町
、葛
尾
村
、新
地
町

■
受
診
期
間
　

３
月
31
日
ま
で

■
検
査
内
容

　

特
定
健
診
の
基
本
項
目
に
沿
っ
た
血
圧
測
定
、尿
検
査

お
よ
び
血
液
検
査 

な
ど

※

詳
細
な
健
診
項
目
（
心
電
図
、
眼
底
検
査
、
貧
血
検
査
）

　

は
医
師
が
必
要
と
認
め
た
時
に
行
い
ま
す
。

※

市
町
村
で
独
自
に
追
加
し
て
い
る
項
目
や
が
ん
検
診

　

等
は
除
か
れ
ま
す
。

■
受
診
の
流
れ

①
避
難
元
の
市
町
村
に
「
健
診
を
受
診
し
た
い
」
と
い
う

　

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
可
）

②
市
町
村
よ
り
受
診
券
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

③
受
診
し
た
い
健
診
実
施
機
関
に
健
診
の
予
約
を
入
れ

　

て
く
だ
さ
い
。

④
予
約
当
日
、健
診
実
施
機
関
で
健
診
を
受
診
し
て
く
だ

　

さ
い
。（※

受
診
券
等
を
忘
れ
ず
に
！
）

⑤
後
日
、健
診
実
施
機
関
か
ら
結
果
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
受
診
時
に
持
っ
て
い
く
も
の

①
受
診
券
　
　

健
診
実
施
機
関
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

　
　
　
　
　
　

 

さ
い
。

②
保
険
証
　
　

※

健
診
の
自
己
負
担
額
は
、受
診
券
に
記

　
　
　
　
　
　
　

載
さ
れ
て
い
る
金
額
と
な
り
ま
す
。

※

避
難
元
市
町
村
に
よ
っ
て
は
他
の
書
類
等
が
必
要
な

　

場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
受
診
上
の
注
意

　

受
診
前
日
・
当
日
の
食
事
、服
薬
な
ど
に
つ
い
て
は
、受

診
す
る
健
診
実
施
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
、ご
相
談
は
避
難
元
の
市
町
村
へ

　

福
島
県
、宮
城
県
の
一
部
の
市
町
村
で
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
他
地
域
に
避
難
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
の
人
は
、避
難
先
で
も「
特
定
健
診
」・「
後
期
高
齢
者
健
診
」を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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市
で
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
車
椅
子
を

使
用
し
て
い
る
在
宅
の
身
体
障
害
者
を
対
象
に
、

健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
長
時
間

の
車
椅
子
の
使
用
に
よ
り
発
生
し
や
す
い
褥
瘡
、

骨
の
変
形
、
膀
胱
機
能
障
害
等
の
二
次
障
害
を
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
実
施
医
療

機
関
は
市
民
病
院
で
す
。
健
診
費
用
は
無
料
で
す

の
で
、
希
望
す
る
人
は
期
日
ま
で
に
お
申
込
く
だ

さ
い
。

健
診
内
容

　

問
診
、
身
体
計
測
、
理
学
的
検
査
、
血
圧
測
定
、

　

検
尿
、血
液
化
学
検
査
、肝
機
能
検
査
、腎
機
能

　

検
査

　

（
心
電
図
・
眼
底
・
貧
血
の
検
査
等
は
必
要
に
応

　

じ
て
実
施
）

実
施
日 

２
月
下
旬
以
降（
予
定
）

申
込
期
間
　

２
月
６
日（
月
）〜
22
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
本
　
　

庁
）
福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係
　
　

 

　

☎（
３
４
）１
１
２
０

　

（
総
合
支
所
）
西
土
佐
福
祉
分
室
（
保
健
課
内
）

　

☎（
５
２
）１
１
３
２

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け
取

る
に
は
、９
月
ま
で
受
け
取
っ
て
い
た
人
も

含
め
、対
象
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
す
べ
て
の

人
は
認
定
請
求
が
必
要
で
す
。請
求
手
続
き

が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
、平
成
24
年
３

月
30
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
公
務
員
は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
）

●
受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
12
時
／
13
時
〜
17
時
15
分

　

※
土
、日
、祝
日
を
除
く

●
支
給
対
象
児
童

　

０
歳
か
ら
中
学
校
修
了(

満
15
歳
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日)

前
の
子
ど
も

　

平
成
23
年
９
月
ま
で
受
給
さ
れ
て
い
た

場
合
平
成
24
年
３
月
30
日(

金)

ま
で
に
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、平
成
23

年
10
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

す
で
に
認
定
請
求
書
を
提
出
済
の
場
合

は
、手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

(

本
　
　

庁)

福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　

☎（
３
４
）１
８
０
１

　

(

総
合
支
所)

福
祉
事
務
所

　

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　

☎（
５
２
）１
１
３
２

身
体
障
害
者（
車
い
す
使
用
者
）

健
康
診
査

子
ど
も
手
当
認
定
請
求

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

じ
ょ
く
そ
う

ぼ
う
こ
う

エ
コ
チ
ル
調
査
へ
の
協
力
の
お
願
い

　

昨
年
１
月
か
ら
全
国
で
開
始
し
た
環
境
省
に
よ
る「
子

ど
も
の
健
康
と
環
境
に
関
す
る
全
国
調
査（
エ
コ
チ
ル
調

査
）
」
の
高
知
県
の
参
加
者
は
１
千
８
百
組
と
な
り
ま
し

た
！

　

こ
の
調
査
は
、私
た
ち
を
日
々
取
り
巻
く
環
境
が
子
ど

も
た
ち
の
健
康
に
ど
ん
な
影
響
与
え
て
い
る
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、３
年
間
で
全
国
15
か
所
の
拠
点
で
10

万
組
、高
知
県
で
は
５
千
組
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の
参
加
を
目
標
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
に
参
加
さ
れ
た
妊
婦
さ
ん
は
、い
つ
も
通
り
の
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
中

で
、通
常
の
健
診
時
に
少
し
多
め
に
採
尿
や
採
血
を
、出
産
後
に
さ
い
帯
血（
へ
そ

の
緒
の
中
の
血
液
）な
ど
を
い
た
だ
く
ほ
か
、お
子
さ
ん
が
13
歳
に
な
る
ま
で
、半

年
に
一
度
程
度
の
質
問
票
の
記
入
や
健
診
の
デ
ー
タ
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
す
。

　

四
万
十
市
・
高
知
市
・
南
国
市
・
梼
原
町
に
お
住
ま
い
の
妊
婦
さ
ん
は
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。詳
し
く
は
、高
知
大
学
よ
り
県
内
各
協
力
医
療
機
関
に
配
属

さ
れ
て
い
る
エ
コ
チ
ル
調
査
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
る
か
、

左
記
に
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
月
25
日（
土
）に
は
、牧
野
植
物
園
で
、「
今
、す
こ
や
か

な
環
境
と
は
〜
子
ど
も
達
に
よ
り
良
い
未
来
を
残
す
た
め

に
〜
」を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。詳
し
く
は

「
こ
う
ち
エ
コ
チ
ル
」Ｈ
Ｐ（h

ttp
://k
o
ch
i-e
co
ch
il.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

[

エ
コ
チ
ル
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー]

　

☎
０
１
２
０（
５
３)

５
２
５
２（
９
時
〜
21
時 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
年
中
無
休
）

[

環
境
省
の
エ
コ
チ
ル
調
査
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ]

　
h
ttp
:/
/
w
w
w
.e
n
v
.g
o
.jp
/
c
h
e
m
i/
c
e
h
/
in
d
e
x
.h
tm
l

[
高
知
大
学
医
学
部
内
　

エ
コ
チ
ル
調
査
　

高
知
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ン
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ホ
ー
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ー
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h
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/
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h
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・
日
・
祝
日
を
除
く
９
時
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17
時)

　

メ
ー
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k
o
c
h
i-e
c
o
c
h
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四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　　☎（３５）３７４８

保育所名 月　　日 駐車場時　間

※雨天の場合は中止です。園庭開放

その他の活動
ぴよちゃんクラブ　①②

〔ぽっぽで遊ぼう〕
　暖かい日差しの中、春を感じながらぽっぽのお庭でみん

なでゆったり遊びましょう！

時

場

①②3月9日（金）　9:30～11:30

子育て支援センター

ひなまつり

　桃の節句をみんなでお祝いしようね！

お誕生会

　２月生まれのお友達のお誕生日をみんなでお祝いしようね♪

時

場

場

3月2日（金）　9：30～11：30

親子ふれあい活動　　1･2･3歳児対象

　かわいいおひなさまを作るョ。ひな祭りには　みんなで楽

しく過ごしましょう！！

おひなさま製作　①②③

時

場

①2月15日（水）、②16日（木）、③17日（金）

9:30～11:30　

子育て支援センター

　暖かい日差しの中、春を感じながらぽっぽのお庭でお友達

といっぱい遊ぼう！おやつタイムもあるョ。おやつを持って

参加してね。

ぽっぽで遊ぼう　①②③

時

場

①3月6日（火）、②7日（水）、③8日（木）9:30～11：30

子育て支援センター

※初めて参加を希望する人は、準備などの都合があります

　ので、あらかじめご連絡ください。①など番号のついて

　いる活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

育児相談
　子育てについて思っていること、悩んでいることなど気
軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所しての
相談にも応じます。
※第３木曜日は、家庭相談員による育児相談を行っていま
　す。　9:30～11:30

相談日／月～金曜日　9：30～11:30、13:00～17:00

愛 育 園
もみじ保育所
あおぎ保育所
古津賀保育所
東 山 保 育 所
具 同 保 育 所
八 束 保 育 所

3月　 5日
2 月 2 0 日
3 月　 9日
2 月 1 5 日
3 月　 6日
3月　 9日
3月　 8日

月
月
金
水
火
金
木

9:30～10:30
10:00～11:00
9:30～10:30
10:00～11:00
10:00～11:00
9:30～10:30
9:30～10:30

なし
なし
数台分有
数台分有
数台分有
数台分有
数台分有

時

時

場

〔１、２、３歳児〕

〔ぴよちゃんクラブ〕
子育て支援センター

｝

お別れ遠足・誕生会

　ぽっぽさん、ぴよちゃん お別れ遠足に出かけるよ。春の公園

で、みんなで遊ぼう！ １年間の思い出話などしながら、ゆった

り・楽しく過ごしましょう！

　３月生まれのお友だちのお誕生会もするョ。(お弁当・おやつを

持ってきてね！)

※初めて参加を希望する人は、準備などの都合があります

　ので、あらかじめご連絡ください。①など番号のついて

　いる活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

3月13日（火）　10:00～11:30

安並公園（雨天の場合は子育て支援センター）

〔１、２、３歳児〕

〔ぴよちゃんクラブ〕
子育て支援センター

2月23日（木）　9:30～11:30｝

麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）の予防接種はお済みですか？

１期　生後12月～24月未満（１歳になったらできるだけ早く）

２期　小学校就学前の１年間の幼児（Ｈ17.4.2～Ｈ18.4.1生）

３期　中学１年生相当年齢の人（Ｈ10.4.2～Ｈ11.4.1生）

４期　高校３年生相当年齢の人（Ｈ5.4.2～Ｈ6.4.1生）

２歳の誕生日の前々日まで

平成24年3月31日まで

対　象　者 接 種 期 間

予防接種をまだ済ませていない人は、できるだけ早く、受託医療機関で受けるようにしましょう。

※接種料金は無料です。（接種期間を過ぎると任意接種となり、有料になります）
※対象者には個人通知をしていますが、予診票などを紛失された場合は下記までご連絡ください。

【問い合わせ先】 (本庁)保健介護課 ☎（34）1115　　(総合支所) 保健課 ☎（52）1132
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成
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四万十川リバーサイドフルウォーク2012四万十川リバーサイドフルウォーク2012四万十川リバーサイドフルウォーク2012

あなたも全国からの参加者と一緒に、四万十川沿いを歩きながら春を満喫しませんか。
今回は、3月31日の「ごりコース」「あかめコース」、4月1日の「あゆコース」のみに参加さ
れる市内在住者に限り参加料を無料とさせていただきます。
※参加賞はなく、完歩証のみとなります。

3月31日（土）、4月1日（日）
市民スポーツセンター
高校生以上の人　※ただし、20歳未満の人は保護者の承諾書が必要です。
先着50人
3月2日（金）17時まで
参加者の受付等運営補助
3月下旬に開催予定
スタッフジャンパー、お弁当
電話でお申し込みください

日 　 程
集合場所
対 象 者
募集人数
募集締切
業務内容
説 明 会
支 給 品
申込方法

【問い合わせ・申込先】
四万十川リバーサイドフルウォーク実行委員会（市民スポーツセンター内）　☎(34)2071
 ※パンフレットは市役所１階ロビーにもあります。ご遠方の人はご請求ください。

 全国からおいでいただく参加者とふれあい、大会を支えていただくスタッフを募集します。ご応募お待ちしております。

日　　時　3月31日（土）、4月1日（日）  ※雨天決行
集合場所　市民スポーツセンター

コース

ご　り　※

あかめ　※

くじら

あ　ゆ　※

ふ　じ

てながえび

かわせみ

不破

四万十大橋

くじらの見える丘

佐田沈下橋

高瀬沈下橋

三里沈下橋

口屋内沈下橋

コース名

１０㎞

１６㎞

２９㎞

１７㎞

１９㎞

２３㎞

３０㎞

→

→

→

→

バス

→

バス

→

→

→

→

→

→

→

距離 ルート

3月31日（土）

9時出発

4月1日（日）

8時出発

日時

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

※印のコースは、市内在住の方のみ無料で参加で
　きます。
参加料    １日参加でも２日参加でも同額です。
　一般：2,000円　  高校生以下：1,000円
　ふじ・かわせみコース参加（一般）：2,400円　
　ふじ・かわせみコース参加（高校生以下）：1,400円
昼　食　1食600円で用意します。
申込期限　3月2日（金）

ボランティアスタッフ募集

参加者募集

～管理栄養士からのメッセージ～

作
り
方

（市民病院 管理栄養士  広井蓉子）

栄養成分【１個分】

エネルギー：71kcal

たんぱく質：4.4g

脂　　　質：0.1g

食塩相当量：0g

【材料8個分】 

いちごのくずまんじゅう

いちごには、ビタミンCがたくさん含まれています。
このビタミンCには、
　・肌のシミやそばかす、くすみの原因となるメラニン色素の生成を阻害する
　・体内のコラーゲンの合成を助け、血管や皮膚、粘膜を丈夫にする
　・免疫力を高め、病気への抵抗力がつく
　・鉄の吸収を促進する
　・体に有害な活性酸素を抑え、老化や生活習慣病を予防する
など、たくさんのはたらきがあります。
ビタミンCは、ストレスや喫煙などで失われやすく、また体内に蓄積しておく
ことができないので、普段から意識してとりたいビタミンです。

■今回は、旬のいちごを使って、低カロリーで簡単に作れるくずまんじゅ
　うを紹介します。
　できあがったら、皮がやわらかいうちにいただきましょう。

所要時間約60分

いちご ……………………8個

白あん ……………………80g

　くず粉 …………………40g

　水 ………………………250ml

　砂糖 ……………………80g

①いちごはヘタを取り、白あんを１０ｇずつに等分しておく。
②ボウルにくず粉を入れ、水２５０ｍｌを少しずつ注ぎながら木べらで
混ぜる。
　こして鍋に入れ、砂糖を加える。
③②を中火にかけ、木べらでゆっくり混ぜながら透明なのり状になるま
で火を通す。
④小さな型（お猪口などでもOK）を水で濡らし、③が熱いうちに、型の半分
くらいまで流し入れる。
　その中に、いちご・白あんを順番に入れ、上からいちごと白あんがかく
れるくらい③を流し入れる。
⑤④を冷蔵庫に入れて３０分程度冷やし固める。
　固まったら、型のふちから空気を入れるようにして器に取り出す。 

※冷やし固める時間を含む

平
成
24
年
2
月
号

19



　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は「
口
座
振
替
」に
よ
る
前
納
が

お
得
で
す
。

　

１
年
前
納
（
４
月
〜
翌
年
３
月
分
）
お
よ
び
６
ヶ
月
前
納

（
４
月
〜
９
月
分
、10
月
〜
翌
年
３
月
分
）は
、「
口
座
振
替
」を

ご
利
用
い
た
だ
く
と
、納
付
書（
現
金
）で
前
納
す
る
よ
り
も
割

引
額
が
高
く
、さ
ら
に
お
得
に
な
り
ま
す
。ま
た
、月
々
の
納
付

も
口
座
振
替
の「
早
割
」（
当
月
末
振
替
）を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、保
険
料
が
割
引
と
な
り
お
得
で
す
。

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、預(

貯)

金
通
帳
、預(

貯)

金
通
帳

の
届
出
印
を
持
っ
て
、金
融
機
関
や
郵
便
局
ま
た
は
、幡
多
年

金
事
務
所
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納
お
よ
び
６
ヶ
月
前

納
（
４
月
〜
９
月
分
）
は
、
４
月
末
日
の
引
き
落
と
し
と
な
り

ま
す
。

※

す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
を
し
て
い
る
人
は
、あ
ら
た
め
て

　

申
し
込
み
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
国
民
年
金
に
は
任
意
加
入
制
度
が

   
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
、20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、満
額
の
老
齢
基
礎
年
金（
平
成
23
年
度：

７

８
８
．９
０
０
円
）が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。し

か
し
、保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、公
的
年
金
に
未
加

入
の
期
間
が
あ
る
と
、
満
額
の
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。ま
た
、保
険
料
を
納
め
た
期
間（
免
除
や
学
生
納
付
特
例
が

認
め
ら
れ
た
期
間
を
含
む
）が
25
年
以
上
な
け
れ
ば
、65
歳
に

な
っ
て
か
ら
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

任
意
加
入
制
度
は
、60
歳
ま
で
に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ

な
い
人
や
、受
給
資
格
期
間
は
満
た
し
て
い
て
も
、未
納
や
未

加
入
期
間
が
あ
る
た
め
減
額
と
な
る
年
金
を
、よ
り
満
額
に
近

づ
け
た
い
と
い
う
人
の
た
め
に
、60
歳
以
降
も
引
き
続
き
65
歳

ま
で
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
、65
歳
ま

で
に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ
た
場
合
、特
例
的
に
70

歳
ま
で
延
長
し
て
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、任
意
加
入
の
人
に
は
免
除
制
度
は
適
用
さ
れ
ず
、必
ず
保

険
料
を
口
座
引
き
落
と
し
に
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、い
つ
で
も
自
分
の
年
金
加
入
記
録
な

ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
難
し
い
人
は
、年
金

事
務
所
の
ほ
か
、市
役
所
市
民
課
お
よ
び
総
合
支
所
住
民
課
窓

口
で
も
、ご
本
人
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」を
利
用
し
て
、年
金
加
入
記
録
の
情
報
を
印
刷
し
た
も
の

を
お
渡
し
す
る
こ
と
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※

た
だ
し
、旧
法
年
金
受
給
者
や
共
済
組
合
加
入
の
人
は
ご
利

　

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

▼
確
認
で
き
る
内
容

・
公
的
年
金
制
度
の
加
入
履
歴
と
納
付
状
況

 

（
共
済
組
合
加
入
期
間
は
除
く
） 

・
厚
生
年
金
、船
員
保
険
加
入
時
の
標
準
報
酬
月
額
お
よ
び
標

　

準
賞
与
額 

・
年
金
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
額

 

＊
年
金
加
入
記
録
は
月
次
で
の
更
新
と
な
り
ま
す
。

■
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
の
申
し
込
み
は

　

２
月
末
日
ま
で
に
！

■「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」サ
ー
ビ
ス

《参考》平成23年度割引額

平成23年度　保険料月額　15,020円

　現金納付の場合

毎月納付　　　割引なし

6ヶ月前納　　　730円

1年前納　　　 3,200円

  毎月納付　　　50円※

6ヶ月前納　　　1,020円

1年前納  3,780円

口座振替の場合

※早割を利用した場合

○
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は…

▼

次
ペ
ー
ジ
へ
続
き
ま
す
。
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▼
年
金
事
務
所
、市
役
所
で
の
利
用
時
に

　

必
要
な
も
の

◎
年
金
事
務
所
で
は
、年
金
記
録
照
会
サ
ー
ビ
ス
の
他
に「
ね

　

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
試
算
し
た
年
金
見
込
額
の
照
会
」や「
ね

　

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
国
民
年
金
死
亡
者
記
録
の
審

　

査
」等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
幡
多

　

年
金
事
務
所
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
本
年
金
機
構「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」サ
ー
ビ
ス
】

h
ttp
://w

w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp
/n
_
n
e
t/

■
日
本
年
金
機
構
の
年
金
相
談

　

日
　

時
　

２
月
16
日（
木
） 

10
時
〜
15
時

　

場
　

所
　

西
土
佐
総
合
支
所

　

必
要
な
も
の

　
　

身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
等
）、年
金
手
帳
、年
金
証
書 

　
　

な
ど

　

※

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状（
基
礎
年
金
番
号
、相
談
内
容
、

　
　

交
付
物
の
記
載
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
当
日
、年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　

は
、運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的
機
関
の
発
行
し

　

た
有
効
期
限
内
の
顔
写
真
付
身
分
証
明
書
か
被
保
険
者
証

　

（
国
民
健
康
保
険
、健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
な
ど
）、年

　

金
手
帳
、金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
預
貯
金
通
帳
な
ど

　

２
種
類（
同
種
類
の
も
の
は
不
可
）以
上
の
も
の
で
本
人
確

　

認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
人
が
申
込
を
す
る
場
合

代
理
人
が
申
込
を
す
る
場
合

・
年
金
手
帳
な
ど
の
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の 

・
認
印 

・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
申
込
書

問
い
合
わ
せ
先

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

 
 
 
 
 
 
 

 

0（
3
4
）1
6
1
6

（
本

 
 

庁
）市
民
課 

市
民
係

 
 

   

0（
3
4
）1
1
1
3

（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係

 

0（
5
2
）1
1
1
1

・
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
の
顔
写
真
付
き
証

明
で
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の

（
顔
写
真
が
な
い
証
明
に
つ

い
て
は
、
２
種
類
以
上
の
証

明
書
）

・
委
任
状 

・
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
の
顔
写
真
付
き
証

明
で
、
代
理
人
ご
本
人
の
確

認
が
で
き
る
も
の

（
顔
写
真
の
な
い
証
明
に
つ

い
て
は
、
２
種
類
以
上
の
証

明
書
） 

①
農
業
に
従
事
す
る
人
な
ら
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す

　

20
歳
〜
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
人
で
あ
れ
ば
誰
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

②
積
み
立
て
方
式
の
年
金
で
す

　

将
来
受
け
取
る
年
金
は
加
入
者
自
身
が
納
め
た
保
険

料
と
そ
の
運
用
実
績
に
よ
り
年
金
額
が
決
ま
る
「
確

定
拠
出
型
」の
年
金
で
す
。

③
保
険
料
を
自
由
に
選
択
で
き
ま
す

　

保
険
料
は
月
額
2
万
円
か
ら
6
万
7
千
円
ま
で
の
範

囲
で
加
入
者
自
身
が
自
由
に
決
定
で
き
ま
す
。（
千
円

単
位
）

④
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
が
あ
り
ま
す

　

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、
遺
族
に
死
亡
一

時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

　

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
年
金
給
付
に
つ
い
て
も
公
的
年
金
等
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

⑥
保
険
料
に
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
等
、
一
定
の
要
件
を
備
え
た
担
い
手
が

対
象
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

(

市)

農
業
委
員
会
事
務
局
　

0（
3
4
）1
5
2
1

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か平

成
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２
月
も
半
ば
を
過
ぎ
る

と
春
を
思
わ
せ
る
暖
か
な

日
も
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、

谷
奥
の
林
縁
で
成
虫
越
冬

し
て
い
る
ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト

ン
ボ
越
冬
型
と
、
ホ
ソ
ミ
オ

ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
が
地
上
近

く
の
日
溜
り
で
活
動
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ホ
ソ
ミ

イ
ト
ト
ン
ボ
で
は
、
網
の
中

に
い
る
小
さ
な
ク
モ
を
狩

る
行
動
が
観
察
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、近
く
の
湿
地
保
護
区
か
ら
、産
卵
す
る
ニ

ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
の
合
唱
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

花
は
、
下
旬
に
ウ
メ
や
キ
ヌ
ヤ
ナ
ギ
が
見
ご
ろ

と
な
る
ほ
か
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ
、

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
な
ど
、
早
春
に
花
期
を
迎
え
る
野
草

が
次
々
と
開
花
し
て
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
ス
タ
ッ
フ
は

ス
イ
レ
ン
の
間
引
き
作
業
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。
間
引
き

と
い
っ
て
も
、
大
半
を
抜
き

取
っ
て
し
ま
う
、
実
に
も
っ

た
い
な
い
作
業
で
す
が
、
池

全
体
に
広
が
っ
た
葉
が
水
面

を
遮
断
し
、
風
波
に
よ
る
水

中
へ
の
酸
素
供
給
を
妨
げ
て

し
ま
う
の
と
、
一
定
の
光
を

受
け
な
い
と
花
を
咲
か
せ
ら

れ
な
い
ス
イ
レ
ン
自
体
の
た

め
に
も
な
る
の
で
す
。た
だ
、ま
だ
北
風
が
吹
き
抜

け
る
中
、
ぬ
か
る
み
に
腰
ま
で
浸
か
り
硬
い
根
と

格
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
環
境
保
全
に
か
け
る

余
程
の
信
念
が
な
け
れ
ば
務
ま
ら
な
い
、
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

ホソミオツネントンボスイレンの間引き作業

　

当
研
究
会
は
、1
月
16
日（
月
）〜
18
日（
水
）に
か
け
て
、幡
多
地
域

内
の
市
町
村
職
員
や
、
実
際
に
体
験
型
観
光
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い

る
団
体
と
一
緒
に
、関
東
方
面
の
学
校
や
旅
行
会
社
を
訪
問
し
、修
学

旅
行
の
誘
致
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
四
万
十
川
が
全
国
的
に
有
名
で
す
が
、
体
験
型
観
光
の

方
面
で
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。そ
こ
で
、訪

問
先
に
は
四
万
十
市
で
行
う
こ
と
の
で
き
る
体
験
内
容
と
そ
の
教
育

的
効
果
、受
入
可
能
人
数
な
ど
、体
験
型
観
光
の
具
体
的
な
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、幡
多
方
面
へ
来
た
学
校
は
、こ
の
地
域
に
残
る
豊
か
な
大
自

然
や
、そ
こ
で
生
活
す
る
方
々
の
人
の
良
さ
に
直
接
触
れ
、み
ん
な
が

感
動
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
る
割
合
が
高
い
の
で
、
実
際
に
来
て
い

た
だ
い
て
そ
の
良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
強
く
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
誘
致
活
動
で
は
、
1
月
17
日
（
火
）
に
埼
玉
県
に
お
い
て
旅

行
会
社
主
催
で
行
わ
れ
た
、
体
験
型
観
光
の
セ
ミ
ナ
ー
と
旅
行
商
談

会
に
、幡
多
広
域
観
光
協
議
会
が
幡
多
地
区
を
代
表
し
て
参
加
し
、幡

多
地
域
全
体
の
P
R
も
行
い
ま
し

た
。

　

旅
行
会
社
に
は
、全
国
各
地
か
ら

こ
の
よ
う
な
誘
致
活
動
が
来
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

当
研
究
会
で
は
、幡
多
地
域
が
ま

と
ま
っ
て
行
っ
て
い
る
、こ
の
よ
う

な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、本

市
で
充
実
し
た
体
験
が
で
き
る
こ

と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、来
て
い

た
だ
け
る
学
校
が
増
え
る
よ
う
に

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
事
務
局（
観
光
課
）
　

☎（
3
4
）1
7
8
3

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
だ
よ
り

関
東
方
面
へ
の
誘
致
活
動

1月17日（火）体験型観光セミナー（埼玉）

　

磯
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ
い
て
は
、繁
殖

保
護
を
図
る
た
め
高
知
県
漁
業
調
整
規
則
に
よ

り
禁
止
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
違
反
し
て
採
捕
し
た
漁
獲
物
や
、そ
の

製
品
を
所
持
・
販
売
し
た
場
合
は
同
規
則
に
よ
り
、

「
６
カ
月
以
下
の
懲
役
」も
し
く
は「
10
万
円
以
下

の
罰
金
」が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

密
漁
者
た
ち
は
、買
い
手
が
な
け
れ
ば
不
法
行

為
を
止
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
密
漁
品
と
思
わ

れ
る
も
の
は
購
入
せ
ず
、警
察
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、密
漁
現
場
を
見
か
け
た
場
合
、直
ち

に
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）観
光
課 

四
万
十
川
対
策
係
　

☎（
3
4
）1
1
7
0

い
せ
え
び

と
こ
ぶ
し

あ
な
ご
う

あ
わ
び

さ
ざ
え

て
ん
ぐ
さ
類

ふ
の
り

あ
ら
め

5
月
1
日
〜

9
月
15
日

9
月
1
日
〜

翌
年
3
月
31
日

9
月
1
日
〜

翌
年
3
月
31
日

9
月
1
日
〜

翌
年
3
月
31
日

9
月
1
日
〜

翌
年
2
月
末
日

10
月
1
日
〜

翌
年
2
月
末
日

10
月
１
日
〜

翌
年
6
月
30
日

殻
長
13
㎝
以
下

殻
長
3
㎝
以
下

殻
長
9
㎝
以
下

名
称

禁
止
期
間

体
長
等
の
制
限

※禁止期間外であっても
　漁業協働組合員でなけ
　れば採補できません。

磯
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
ご
注
意

平
成
24
年
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２
平成24年

一
般
書

２ （326冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

川の外科医が行く

傷痕

口紅のとき

こんなに使える酒粕のレシピ

親鸞　激動篇　上下

すぐできる！「地震に強い家」にする80の方法

太平洋戦争　最後の証言　２

ダーティ・ママ、ハリウッドへ行く！

掛水　雅彦

桜庭　一樹

角田　光代

栗山　真由美

五木　寛之

高森　洋

門田　隆将

秦　建日子

あかちゃんになったおばあさん

雨あがりのメデジン

せつぶんのひのおにいっか

たんじょうびおめでとう

まいごの、まいごの、ゴンザレス

ヤモリの指から不思議なテープ

ようちえんにいくんだもん

いもと　ようこ

アルフレッド・ゴメス＝セルダ

青山　友美

レナード・ワイスガード

服部　千春

松田　素子

佐古　百美

  

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
市
立
図
書
館

（
３
５
）２
９
２
３

開館時間 9：00～18：00
February

★

休
館
日
の
案
内

★

 ２
月
11
日（
土
）
建
国
記
念
の
日

　
　

13
日（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

20
日（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

27
日（
月
）
定
　

休
　

日

２
月
28
日(

火)

〜
３
月
２
日(

金
）

　
　
　
　
　
　

 

蔵 

書 

点 

検

３
月
５
日（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

12
日（
月
）
定
　

休
　

日

　

四
万
十
シ
ル
バ
ー
教
室
は
、
60
歳
以
上
の
人
の
生
き
が
い

づ
く
り
と
社
会
参
加
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
技
術
習
得
を

目
指
し
、
延
べ
３
５
０
人
の
受
講
生
が
11
講
座
に
在
籍
し
て

学
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

閉
級
式
と
記
念
講
演
、
併
せ
て
こ
の
１
年
間
の
学
習
成
果

を
、舞
台
発
表
と
作
品
展
示
に
よ
り
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
閉
級
式
／
舞
台
発
表
会

　

日
　

時
　

３
月
15
日（
木
）

　
　

10
時
〜
　

閉
級
式
行
事

　

   

10
時
30
分
〜
　

記
念
講
演

　
　
　

演
題：

「
人
が
人
ら
し
く  

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て
」

　
　
　

講
師：

山
本
　

（
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
）

　

   

12
時
〜
　

昼
食

　

   

13
時
〜
　

ス
テ
ー
ジ
発
表（
各
講
座
20
分
間
）

　
　
　

大
正
琴
、謡
曲
、民
踊
、楽
し
い
踊
り
、詩
吟
、編
み
物
、ダ
ン
ス

　

   

15
時
30
分
　

終
了
予
定

   

場  

所
　

市
立
中
央
公
民
館
　

２
階 

大
ホ
ー
ル

■
作
品
展

　

期
　

間
　

３
月
13
日（
火
）〜
15
日（
木
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時（
最
終
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

　

場  

所
　

 

市
立
中
央
公
民
館

　
　

生
け
花
、書
道（
１
階 

展
示
ホ
ー
ル
）

　

   

編
み
物
、家
庭
園
芸
、水
彩
画（
1
階 

大
会
議
室
）

　

※

生
け
花
は
３
月
14
日（
水
）か
ら
展
示
し
ま
す
。

　

※

駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
お
車
で
の
ご
来
場
は
乗
り
合
わ

　
　

せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
　

☎（
3
4
）７
３
１
１

四
万
十
シ
ル
バ
ー
教
室
閉
級
式

　

 

作
品
展
と
舞
台
発
表
会

四
万
十
シ
ル
バ
ー
教
室
閉
級
式

　

 

作
品
展
と
舞
台
発
表
会

　

執
筆
者
　

中
脇
初
枝
、多
賀
一
造
、威
能
勉
、

　
　
　
　
　

福
田
公
子
、伊
与
田
之
夫
、清
水
勇
吉
、

　
　
　
　
　

尾
崎
健
冨
、山
本
　

、岩
合
可
也
、

　
　
　
　
　

岡
田
寿
美
、杉
村
和
男
、津
野
幸
右
、

　
　
　
　
　

宮
川
昭
男
、谷
口
平
八
郎

谷
口
平
八
郎
　

編
集
・
企
画　

　

『
四
万
十
川
流
れ
て 

幡
多
昔
む
か
し
』

　

幡
多
地
域
に
伝
わ
る
昔
話
な
ど
を
高
齢
者
な
ど
か
ら

聞
き
取
り
、新
た
に
発
掘
し
た
も
の
を
中
心
に
、民
話（
世

間
話
、伝
説
、笑
い
話
な
ど
38
話
）と
風
土
・
暮
ら
し（
10

話
）に
２
分
類
し
て
収
録
。

　

民
話
は
す
べ
て
幡
多
弁
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（
１
７
５
ペ
ー
ジ
、幡
多
民
話
と
風
土
の
会
発
行
）

鎌
田
慧
著

　

『
残
夢 

大
逆
事
件
を
生
き
抜
い
た
坂
本
清
馬
の
生
涯
』

　

著
者
は
原
発
、公
害
、教
育
な
ど
の
社
会
問
題
を
追
及
す

る
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
。昨
年
の
四
万
十
市
民
大
学
で「
幸
徳
秋

水
と
坂
本
清
馬
」と
題
し
て
講
演
。

　

大
逆
事
件
１
０
０
年
に
あ
た
り
、最
後
の
生
き
証
人
と

し
て
裁
判
の
再
審
請
求
を
お
こ
し
た
坂
本
清
馬（
１
９
８

５
〜
１
９
７
５
年
、中
村
で
逝
去
）の
生
涯
を
描
き
、「
と
に

か
く
生
き
延
び
て
無
実
を
晴
ら
そ
う
、と
い
う
苦
闘
に
魅

力
を
感
じ
た
」と
い
う
。
　
　

　

「
週
刊
金
曜
日
」に
２
０
１
１
年
１
月
〜
10
月
、26
回
連
載
。

　
　

（
３
５
８
ペ
ー
ジ
、金
曜
日
発
行
）平

成
24
年
2
月
号
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第33回  春の合同展 　

中
村
の
春
を
飾
る
文
化
協
会
主
催
の
「
春
の
合

同
展
」を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。四
万
十
市

に
関
わ
り
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

る
展
示
会
で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
観
覧
、ご
出
品

く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

3
月
9
日（
金
）〜
11
日（
日
）

　
　
　
　

9
時
〜
17
時（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

部
　

門
　

華
道
、
洋
画
、
日
本
画
、
書
道
、
写
真
、
短

　
　
　
　

歌
、
川
柳
、
俳
句
、
工
芸
、
手
工
芸
、
グ
ラ

　
　
　
　

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

　
　
　
　

※
最
終
日
に
は
茶
席
も
用
意
し
ま
す
。

整
理
費
　

1
0
0
円（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

搬
　

入
　

3
月
4
日（
日
）
　

10
時
〜
16
時

　
　
　
　

市
立
中
央
公
民
館
　

2
階 

研
修
室
Ⅰ

　
　
　
　

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
　
　
　

出
品
者
は
時
間
内
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

搬
　

出
　

3
月
11
日（
日
）
　

16
時
〜
18
時

　
　
　
　

3
月
12
日（
月
）
　

9
時
〜
16
時

催
　

し

　

地
域
の
武
道
関
係
者
が
一
同
に
集
い
、各
々
の

武
道
活
動
を
披
露
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い

の
武
道
に
関
す
る
見
識
を
深
め
る
と
共
に
武
道

の
普
及
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
総
合
武
道

祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
　

時
　

２
月
12
日（
日
） 

９
時

場
　

所
　

安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

開
催
内
容

　

第
一
部
　

武
道
模
範
演
武

　
　

【
参
加
種
目
】

　
　

柔
道
、合
気
道
、居
合
道
、弓
道
、剣
道
、
　
　

　
　

空
手
道
、太
極
拳

　

第
二
部
　

少
年
剣
道
錬
成
大
会             

催
　

し

第3回  総合武道祭

(財）四万十市体育協会事務局　☎（37）4572問

問（市）教育委員会 生涯学習課　☎（34）7311

必ず鍵をかけましょう!!

問

中村署管内の窃盗犯発生状況
（平成23年1月～12月）

窃盗犯合計　330件
※うち279件が四万十市で発生

【主な被害】
出店荒らし…8件
空き巣　　…7件
学校荒らし…7件
倉庫荒らし…7件
自動車盗　…5件

（キーをつけたままの状態：5件）
オートバイ盗…7件

（キーをつけたままの状態：3件）
自転車盗　…72件
（無施錠：51件）
車上ねらい…40件
（無施錠：33件）

○自動車、オートバイ、自転車な
　どの乗り物盗の大部分は、鍵
　をかけていない場合に発生し
　ています。
○少しの時間でもその場所を離
　れる場合には、鍵をかける習
　慣をつけ、被害にあわないよ
　うにしましょう。

　 中村地区地域安全協会
　 （中村警察署内）☎（34）0110

　

市
内
の
お
菓
子
屋
さ
ん
12
店
舗
が
一
堂
に
会

し
て
、
地
元
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
お
菓
子
や
、
当

日
限
定
の
特
別
な
お
菓
子
が
食
べ
ら
れ
る
ス

イ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
　

時
　

２
月
19
日（
日
）
　

10
時
〜
16
時

場
　

所
　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十 

２
階

定
　

員
　

４
０
０
人
　

参
加
費
　

前
売
券
６
チ
ケ
ッ
ト：

１
千
円
　
　

　
　
　
　

当
日
券
６
チ
ケ
ッ
ト：

１
千
２
百
円

※
１
〜
２
チ
ケ
ッ
ト
で
１
個
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

　

イ
ー
ツ
ま
た
は
飲
み
物
と
交
換
で
き
ま
す
。

　

現
金
で
の
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。

前
売
券
販
売
　

　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
、

　

中
村
商
工
会
議
所
、参
加
菓
子
店
舗

催
　

し

四万十スイーツフェスタ

四万十スイーツフェスタ実行委員会(事務局：中村商工会議所）

☎（34）4333
問

※イラストはイメージです。
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成
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お
知
ら
せ

体育施設の年間使用予約受付
　

平
成
24
年
度
に
大
会
等
で
体
育
施
設
の
使

用
を
希
望
す
る
団
体
は
、年
間
使
用
の
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、希
望
調
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

書
類
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

具
同
体
育
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

施 

設 

名
　

安
並
運
動
公
園
内
各
施
設

　
　
　
　
　

具
同
体
育
セ
ン
タ
ー

予
約
期
間
　

平
成
24
年
4
月
1
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
25
年
3
月
31
日

受
付
期
間
　

2
月
24
日（
金
）17
時
ま
で

調
整
会
議
　

2
月
29
日（
水
）19
時
〜

　
　
　
　
　

市
立
温
水
プ
ー
ル
2
階
会
議
室
に
て

※
各
団
体
か
ら
必
ず
1
人
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

問 申
（財）四万十市体育協会(安並スポーツセンター内)  
☎（34）2071

お
知
ら
せ

平成24年度 市民交通傷害保険 加入申込受付 　

平
成
24
年
度
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
申

込
の
受
付
を
、次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

こ
の
保
険
は
１
年
契
約
で
す
の
で
、
毎
年
申

込
が
必
要
で
す
。

保
険
期
間

　

平
成
24
年
4
月
1
日
午
前
0
時
〜

　

平
成
25
年
3
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
の
１
年
間

加
入
資
格

　

平
成
24
年
4
月
１
日
時
点
で
、
本
市
に
住
民

　

登
録
（
住
民
票
）
の
あ
る
人
、
外
国
人
登
録
法

　

に
よ
り
本
市
に
登
録
の
あ
る
人
。

　

※
平
成
24
年
４
月
１
日
時
点
で
転
出
等
に
よ

　
　

り
住
民
登
録（
住
民
票
）等
を
喪
失
し
て
い

　
　

る
方
は
加
入
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　

※
一
人
に
つ
き
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

【
個
　

人
】

受
付
期
間
　

3
月
5
日（
月
）か
ら
随
時
受
付

掛
け
金
ほ
か
　

　

１
口
に
つ
き
6
0
0
円
（
生
活
保
護
法
の
適

　

用
を
受
け
て
い
る
人
は
3
0
0
円
）

※（
本
庁
）環
境
生
活
課
お
よ
び（
総
合
支
所
）地

　

域
企
画
課
に
備
え
て
い
る
加
入
申
込
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。印
鑑
が
必
要
で
す
。

【
団
　

体
】

受
付
期
間
　

3
月
５
日（
月
）〜
30
日（
金
）

掛
け
金
ほ
か
　

　

１
団
体
20
口
以
上
必
要
で
す
。
1
口
に
つ

　

き
5
7
0
円
（
団
体
加
入
報
奨
金
30
円
が
相

　

殺
さ
れ
た
額
で
す
。
生
活
保
護
法
の
適
用
を

　

受
け
て
い
る
人
は
2
7
0
円
）

※
区
長
回
覧
の
団
体
加
入
申
込
書
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

問 申

申

（本　　庁）環境生活課 市民生活係　☎（35）4147
（総合支所）地域企画課 地域振興係　☎（52）1111

平成24年度

市立学校体育施設 上半期利用申込受付　

教
育
委
員
会
で
は
、地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
普
及
を
目
的
と
し
た
、市
内
小
中
学

校
体
育
施
設
（
中
村
地
域
）
の
夜
間
開
放
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、所
定
の
申
請

書
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
放
施
設
　

体
育
館
、武
道
場
、運
動
場

※
開
放
で
き
る
学
校
、
曜
日
、
時
間
帯
な
ど
に

　

つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間
　

平
成
24
年
4
月
〜
9
月

受
付
期
間
　

2
月
1
日（
水
）〜
17
日（
金
）

受
付
時
間
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

お
知
ら
せ

問 （市）教育委員会 社会体育課　☎(34)2071

平成24年度  公民館団体登録受付 　

公
民
館
で
は
、社
会
教
育
を
目
的
と
し
て
定
期

的
な
活
動
を
行
い
、市
の
社
会
教
育
の
向
上
に
貢

献
が
期
待
で
き
る
等
の
一
定
要
件
を
み
た
す
団
体

に
つ
い
て
登
録
し
、そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
の
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、公

民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
を
ご
確
認
の
う
え
、左

記
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
期
間

　

平
成
24
年
4
月
1
日
〜
平
成
25
年
3
月
31
日

提
出
書
類

（
1
）
平
成
24
年
度
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体
登

　
　

録
申
請
書

（
2
）添
付
書
類

　
　

ア
．平
成
24
年
度
事
業（
学
習
）計
画
書

　
　

イ
．会
員
名
簿

　
　

ウ
．会
則
、規
約
等（
※
定
め
て
い
る
団
体
）

提
出
期
限
　

3
月
9
日（
金
）※
期
限
厳
守
の
こ
と

※
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
、提

出
書
類
は
、中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
四
万
十
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
団
体
登
録

に
つ
い
て
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

問 申 (市)教育委員会 生涯学習課  ☎（34）7311

平
成
24
年
2
月
号
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催
　

し

四万十・足摺　無限大チャレンジライド・プレ大会 　

こ
の
大
会
は
、
タ
イ
ム
や
勝
敗
を
競
う
も
の
で
は
な

く
、設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
時
間
内
で
景
観
、
文
化
、歴

史
を
楽
し
み
な
が
ら
、脚
力
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合

わ
せ
完
走
を
目
指
し
、自
転
車
で
し
か
味
わ
え
な
い
四

国
西
南
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
す
る
も
の
で
、
来

年
以
降
正
式
な
開
催
を
予
定
し
て
い
る
大
会
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
沿
道
で
の
暖
か
い
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
公
道
は
、
幅
の
狭
い

と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
す
。参
加
者
の
安
全
は
も
と
よ

り
、
大
会
が
円
滑
に
運
営
で
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時
　

2
月
25
日（
土
）、26
日（
日
）

メ
イ
ン
会
場
　

安
並
運
動
公
園

参
加
者
　

約
2
0
0
人

コ
ー
ス
　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
25
日
…
足
摺
コ
ー
ス（
1
0
8
㎞
）

　

11
時
に
安
並
運
動
公
園
を
ス
タ
ー
ト
。
足
摺
岬
方
面
に
南

　

下
、
太
平
洋
を
望
む
海
岸
線
を
土
佐
清
水
か
ら
宿
毛
方
面

　

を
巡
り
、ス
タ
ー
ト
地
点
に
戻
る
コ
ー
ス
。

●
26
日
…
四
万
十
川
コ
ー
ス（
1
3
6
㎞
）

　

7
時
30
分
に
安
並
運
動
公
園
を
ス
タ
ー
ト
。
黒
潮
町
方
面

　

に
向
か
い
海
に
面
し
た
ル
ー
ト
を
少
し
走
っ
た
あ
と
四
万

　

十
川
の
上
流
を
目
指
し
て
山
間
部
に
入
る
。 

コ
ー
ス
の
大

　

部
分
が
四
万
十
川
に
沿
っ
て
下
る
ル
ー
ト
。

●
25
、26
日
…
無
限
大
コ
ー
ス（
2
4
4
㎞
）

　

足
摺
、四
万
十
川
の
両
コ
ー
ス

※
大
会
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い

http://w
w
w
.shim
a
nto-m

ug
e
nda
i.jp/inde

x
.htm
l

催
　

し

催
　

し

西土佐ふれあいホール自主事業

「音楽のおくりもの」 　

本
格
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
有
名
ア
ニ
メ

主
題
歌
や
童
謡
ま
で
、
幅
広
い
世
代
を

対
象
と
し
た
、
誰
も
が
楽
し
む
こ
と
の

で
き
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

日
　

時
　

２
月
12
日（
日
）

11
時
〜（
開
場：

10
時
30
分
）
　

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

出
　

演
　

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
タ
ー
ズ

司
会
・
フ
ル
ー
ト
　

一
村
誠
也

入
場
料
　

大
人：

１
０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下：

５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児：

無
料

※
乳
幼
児
同
伴
で
入
場
で
き
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
　

　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、西
土
佐
総

　

合
支
所
、市
立
中
央
公
民
館
　

ほ
か

問
(市)教育委員会 西土佐事務所
☎（52）1110

催
　

し

四万十市連合婦人大会 　

社
会
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
で
、

男
女
が
共
に
支
え
あ
い
、
健
康
で
明
る
く
住
み

よ
い
家
庭
・
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て「
四
万

十
市
連
合
婦
人
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

2
月
26
日（
日
）
　

10
時
〜
15
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 
２
階
大
ホ
ー
ル

日
　

程
　

　

●
開
会
行
事
　

10
時
20
分
〜
11
時

　

●
講
　
　

演
　

11
時
〜
12
時
　

　
　

演
題：

「
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
な
あ
に
？

〜
私
と
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
〜
」

　
　

講
師：

佐
藤
典
明

　
　
　
　

 

（
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局
長
補
佐
）

　

●
研
　
　

修
　

13
時
〜
14
時

　
　

演
題：

「
〜
ア
ロ
ハ
〜
フ
ラ
で
癒
そ
う
心
と
身
体
」

　
　

講
師：

小
永
博
子
　

　

※
軽
い
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
願
い
し
ま
す

　

●
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
　

14
時
〜
14
時
50
分

　

●
閉
　
　

会
　

14
時
50
分
〜
15
時
　

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
お
車
で
の
ご
来
場
は

　

乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

第19回

土佐中村一條太鼓定期演奏会
日
　

時
　

2
月
19
日（
日
）

開
　

場
　

13
時

開
　

演
　

13
時
30
分

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　

整
理
券
5
0
0
円

　
　
　
　

（
中
学
生
以
下
無
料
）

問
土佐中村一條太鼓振興会（池本）
☎090-4508-2826

問 (市)人権啓発課　☎(35)1035

問
(株)JTBコミュニケーションズ　☎ 087（811）5311(平日 9:30～18:00)
(県)観光振興部おもてなし課　  ☎ 088（823）9609　 E-mail：020201@ken.pref.kochi.lg.jp 
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教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

問 申（本庁）保健介護課 保健衛生係　☎（34）1115問 幡多けんみん病院(経営企画課) ☎0880(66)2222

相
　

談

定期相談所

総務省高知行政評価
事務所行政相談課
　☎088(824)4100
（本庁）総務課　
　☎(34)1804

（総合支所）地域企画課　
　☎(52)1111

高知地方法務局
四万十支局
　☎(34)1600

幡多福祉人材バンク
　（四万十市社会福祉
　 協議会内） 　
　☎(35)5514

日本政策金融公庫 
高知支店 農林水産事業
　☎ 088(825)1091

くらしの何でも相談所
（特設行政相談所）

行政相談所

特設人権相談所

福祉のしごと移動相談

福祉のしごと日曜相談

無料農業経営相談

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

下田地区集会所
（下田4319－1）

本村多目的集会所

JA高知はた
中村西部事業所

2月14日（火）
10時～15時

2月10日（金）
9時～12時

2月6日（月）
10時～12時
13時～15時

本村多目的集会所

高知地方法務局
四万十支局

社会福祉センター

JA高知はた
本所 3階

2月10日（金）
9時～12時

3月14日（水）
13時30分～
15時30分   
毎週月～金曜日
9時～17時

2月26日（日）
13時～17時

2月23日（木）

行政相談に合わせ、司法書士による
法律相談も実施（ただし、法律相談
は人数や相談時間等の制約あり）
《相談委員》武田二三生 ☎(35)6414
　　　　　正木　卓夫 ☎(37)2560

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》中平 貞行  ☎(52)1632

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題
（無料、秘密厳守）

弁護士資格のある人権擁護委員によ
る人権に関する相談
（事前予約制、1人30分以内）

福祉関係の仕事に就職・転職を希望す
る人の登録と就職に関しての相談（無
料、秘密厳守）

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

　

食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

と
は
、
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
す
す

め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
で
す
。

　

期
　

間
　

4
月
〜
12
月
中
に
5
回

　
　
　
　

（
1
回
が
4
、5
時
間
程
度
）

時
　

間
　

9
時
〜
14
時
頃
を
予
定

内
　

容
　

講
義
お
よ
び
調
理
実
習

　
　
　
　

（
栄
養
、健
康
に
つ
い
て
）

講
　

師
　

管
理
栄
養
士
、保
健
師 

ほ
か

条
　

件
　

　

こ
の
養
成
教
室
で
20
時
間
以
上
の
受
講

　

が
必
要
で
す
。

　

受
講
後
、
地
域
の
中
で
調
理
実
習
を
主

　

と
し
た
伝
達
講
習
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
活
動
が
で
き
る
人
。

費
　

用
　

初
回
に
教
材
代（
1
1
5
5
円
）

　
　
　
　

が
必
要
で
す
。

　

※
申
込
後
、受
講
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

　
　

も
教
材
代
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限
　

2
月
24
日（
金
）

日
　

時
　

2
月
19
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
開
場
、13
時
30
分
開
始

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

大
ホ
ー
ル

内
　

容

　

「
う
つ
る
病
気
と
そ
の
防
ぎ
方
」

　
　

川
村
昌
史

　
　

（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
内
科
医
長
）

　

「
脳
卒
中
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

　
　

西
村
裕
之

　
　

（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
脳
神
経
外
科
部
長
）

参
加
費
　

　

無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

教
室
・
講
座

シニア世代のためのパソコン教室

食生活改善推進員養成教室

期
　

間
　

平
成
24
年
4
月
〜
平
成
25
年
3
月

日
　

時
 

●
毎
週
火
曜
日（
応
用
教
室
）

　
　
　
　
　
　

…
初
心
者
は
受
講
不
可

　

午
前
の
部：

10
時
〜
12
時
30
分

　

午
後
の
部：

13
時
30
分
〜
16
時

●
毎
週
水
曜
日（
初
級
教
室
）

　
　
　
　
　
　

…
少
し
は
使
え
る
人

　

午
前
の
部：

10
時
〜
12
時
30
分

●
毎
週
土
曜
日（
基
礎
教
室
）

　
　
　
　
　
　

…
初
心
者
用
講
座

　

午
前
の
部：

10
時
〜
12
時
30
分

●
毎
週
土
曜
日（
初
級
教
室
）

　
　
　
　
　
　

…
少
し
は
使
え
る
人

　

午
後
の
部：

13
時
30
分
〜
16
時

場
　

所
　

　

市
立
中
央
公
民
館 

1
階 

情
報
学
習
室

対
象
者
　

　

原
則
、本
人
ま
た
は
家
族
が
市
内
に
居
住

　

ま
た
は
勤
務
し
て
い
て
、
お
お
む
ね
50
歳

　

以
上
で
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
興
味
、学
習

　

意
欲
の
あ
る
人

定
　

員
 

各
教
室
と
も
先
着
20
人

募
集
期
間
　

2
月
10
日（
金
）〜

　
　
　
　
　

3
月
15
日（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
講
料
 

無
料

※
別
途
に
教
材
・
資
料
作
成
料
お
よ
び
教
室

　

運
営
費
が
若
干
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
(市)非営利活動市民団体 四万十市シニアネットワーク事務局
☎／FAX (37)2301 

申

第6回 
幡多ふれあい医療公開講座
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募
　

集

防衛省 平成24年度予備自衛官補および幹部自衛官募集

問 自衛隊四万十地域事務所　☎（35）3096 申

募
　

集

市営中村シティーパーキング定期(月ぎめ)駐車場 利用者募集　

中
村
一
条
通
４
丁
目
の
市
営
駐
車
場
（
四

国
電
力
北
側
）
の
利
用
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

募
集
台
数
　

　

45
台

　

（
普
通
自
動
車
ま
た
は
軽
自
動
車
に
限
る
）

利
用
期
間
　

　

平
成
24
年
4
月
1
日
〜

　

平
成
25
年
3
月
31
日

　

※
原
則
と
し
て
利
用
は
月
初
め
か
ら
　
　

　
　

月
末
ま
で
の
1
カ
月
単
位
、最
長
1
年
間

利
用
料
金
　

　

月
額
5
千
円（
消
費
税
込
）
　

　

※
毎
月
末
日
ま
で
に
納
付
い
た
だ
き
ま
す

申
込
期
間
　

　

2
月
15
日（
水
）〜
3
月
19
日（
月
）

　

※
利
用
枠
に
残
余
の
あ
る
場
合
は
上
記
期

　
　

間
以
降
も
随
時
受
付
し
ま
す
。

　
　

申
し
込
み
が
収
容
台
数
を
上
回
る
場
合

　
　

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。そ
の
場
合
、抽
選

　
　

日
時
、場
所
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

 

　
　

問 申
(本庁)都市整備課 計画係　☎(34)1782
※申込用紙は市役所本庁5階都市整備課および1階総合案内窓口にあります。

中村シティーパーキング ◎中村シティーパーキング ◎

受験科目

応募資格

受付期間

試 験 日

給与/手当

概 要

予備自衛官補

4月4日（水）まで

平成24年7月1日現在18歳以上34歳未満の人

4月13日（金）～16日（月）の内いずれか1日

教育訓練招集手当：
日額7,900円（訓練参加日数分支給）

教育訓練招集旅費：
自宅から訓練実施駐屯地までの交通費支給

　自衛隊未経験者を予備自衛官補として採用し、所定
の訓練を受た後、予備自衛官として任用する制度です。
　予備自衛官は普段社会人として仕事をしながら、定
期的（年に５日間連続しての訓練を基本）に訓練を受
け、必要と認められる場合に出頭し（出頭可能な者）、自
衛官となり活動します。東日本大震災に伴い、予備自衛
官制度開始以来初めて招集され、被災された人の生活
支援を行いました（２週間）。

　幹部自衛官は、部隊の骨格と言われ、強い責任
感と実行力で部隊を指揮する立場にあり、卓越
したリーダーシップが必要となります。　　　
　自衛隊をめぐる内外の変化に柔軟に対応し得
る優れた幹部自衛官が求められています。

自衛隊幹部候補生（幹部自衛官）

4月27日（金）まで

平成25年4月1日現在22歳以上26歳未満の人

1次試験：5月12日（土）

給与：月額214,900円（平成23年4月1日現在）
ボーナス：年2回（6月、12月）

※１人で両方の科目を受験できます。

教
室
・
講
座

◆もったいない
　セミナー
　木工品づくり
　技術講座

◆観光産業発展講座
菜の花緑肥で景観美
化の有機水稲栽培
（仮題）

◆高付加価値型
　農業研修有機農業
　プロフェッショナル
　講座

日　時募集種目 場所 内　容 講　師

木のものづくりの会工房
（西土佐江川崎駅近く） 商品企画、開発講座、木工商品づくり

市立中央公民館　
3階 研修室Ⅲ

菜の花緑肥による栽培方法の詳細

品目別栽培方法の詳細　総括

市立中央公民館　
3階 研修室Ⅲ

四万十市雇用創造促進協議会 ２月開催講座

豊田 治　氏
田辺 一夫　氏

赤木 歳通　氏
(自然を愛し
環境を考える百姓)

山下 一穂　氏
（有機のがっこう
「土佐自然塾」塾長）

ＤＶＤ鑑賞と補足説明

春ダイコンの間引きや収穫～土づくり
※天候や圃場の状況で内容変更の可能性あり
※野外研修ですので作業のできる服装で、
　飲み物をご用意して下さい。

座学
あぐりっこ研修センター

実地研修
鍋島圃場
（集合：あぐりっこ研修センター）

2月13日（月）
14：00～17：00

2月14日（火）
9：00～12：00

2月18日（土）
13：30～16：00

2月27日（月）
14：00～16：30

2月28日（火）
9：00～11：30

詳しくは四万十市雇用創造促進協議会のホームページや
高知新聞折込チラシをご覧の上お申し込みください。問 申

四万十市雇用創造促進協議会　 （34）0232　
ホームページ http://shimanto-koyo.com
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一
定
期
間
お
店
を
開
業
し
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
店
舗「
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ｊ
Ｂ（
テ
ィ
ー
・
ジ
ェ
イ
・
ビ
ー
）」が
３
月
１
日
に
天
神
橋
商
店
街
内
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　

天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合
で
は
、新
規
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
は

　

初
め
て
お
店
を
持
た
れ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
や
、現
在
の
お
店
の
業
種
・
業
態
の
変
更
を
考

え
て
い
る
人
に
、お
試
し
期
間
と
し
て
半
年
間
活
用
し
て
い
た
だ
く
店
舗
の
こ
と
で
す
。

◎
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ｊ
Ｂ
の
出
店
基
準
等

■
店
舗
の
所
在
地
　

四
万
十
市
中
村
天
神
橋
54

■
店
舗
面
積
　

１
店
舗
面
あ
た
り
６
〜
７
坪
程
度

■
応
募
資
格
　

　

①
卒
業
後
、独
立
し
て
天
神
橋
商
店
街
に
新
規
開
業
す
る
意
欲
の
あ
る
人

　

②
新
規
開
業
と
な
る
人
、ま
た
は
現
在
の
業
種
・
業
態
の
転
換
を
図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
人

　

③
出
店
前
お
よ
び
出
店
中
の
講
習
会
や
運
営
会
議
等
に
参
加
で
き
る
人

　

④
原
則
と
し
て
小
売
業
を
行
う
人

■
営
業
時
間
　

10
時
〜
19
時（
定
休
日：

水
曜
日
）

■
契
約
期
間
　

６
カ
月
を
契
約
期
間
と
し
再
選
考
の
上
、更
新
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

※

原
則
と
し
て
最
長
１
年
間
を
予
定

■
費
用
負
担
　

店
舗
使
用
料：

６
千
円
〜
８
千
円（
管
理
費
、水
道
光
熱
費
、共
益
費
含
む
）

　
　
　
　
　
　

組
合
費：

２
千
円

■
選
考
方
法
　

書
類
審
査
の
上
、面
接
を
行
い
ま
す
。

※

３
月
２
日（
金
）に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

（
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、オ
ー
プ
ン
間
近
に
新
聞
折
込
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合（
担
当：

田
中
・
深
瀬
）
　

☎（
３
５
）２
０
１
９

開
業
の
夢
を
実
現
し
よ
う
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
者
募
集

開
業
の
夢
を
実
現
し
よ
う
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
者
募
集

住民の皆さんと連携しながら、河川愛護思想の普及啓発および河川の適正な維持管理に協力してもらうことを目的に、河川

愛護モニターを募集します。

応募資格　満20歳以上で、活動範囲の近隣に居住する人

募集人員　活動範囲ごとに各1人

　　　　　（応募者多数の場合は選考）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

任　　期　平成24年4月1日～平成25年3月31日

手　　当　月額4,580円（交通通信費を含む）　

応募方法　必要事項を官製はがき・FAXまたは

　　　　　Ｅメールに記入の上、

　　　　　3月2日（金）までに送付してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽必要事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・活動範囲（①から⑩の数字で記入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

希望区間が複数ある場合には、

第３希望まで記載。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・氏名（ふりがな）、生年月日、性別、住所、

電話番号、応募理由や河川に対する思

いを100字程度にまとめ記述してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【問い合わせ・申込先】

〒787－0015　四万十市右山2033－14

国土交通省中村河川国道事務所　河川管理課　柳野

☎（34）7309　FAX（34）2674

Ｅ-mail：nakama52@skr.mlit.go.jp

平成24年度 河川愛護モニター募集

森
沢
川

国
見
川

荒
川
川

磯
ノ
川
川

岩田川

⑩

⑤

坂
本
橋

四万十大橋

河口

①

九
樹
橋

土
居
大
橋

江
ノ
村
大
橋

坂折橋

秋田橋

後川橋

佐岡橋

⑨

⑧

古津賀川

活動範囲

渡川大橋

四万十川
中筋川

後
川

中村大橋

Ｒ３２１

山
路
橋

楠島大橋

四万十川橋
（赤鉄橋）
四万十川橋
（赤鉄橋）

⑥

②

③④

⑦

左岸　四万十市佐田三段畑道の西1409番
右岸　四万十市鏡ヶ城山3189番のイの地

*①は、四万十川右岸・中筋川左右両岸が範囲
*③④は、中筋川左右両岸が範囲

左岸　四万十市有岡字沖前1431番の1地先
右岸　四万十市九樹字カゲヒラ1485番の1地先

四万十市
蕨岡字北坂折甲160番地先の県道橋

四万十川との合流点から4㎞付近

河口から5㎞付近

河口から13.4㎞付近



市民のひろば

お知らせお知らせ

お知らせお知らせ

　

本
市
出
身
の
漫
画
家
で
あ
る
安
倍
夜
郎
さ
ん

（
代
表
作『
深
夜
食
堂
』ほ
か
）を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、中
高
生
を
対
象
と
し
た「
ひ
と
コ
マ
漫
画
講

習
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、安
倍
夜
郎
さ
ん
自
身
の
企
画
で「
幡
多

の
子
供
た
ち
に
も
漫
画
甲
子
園
を
目
指
し
て
欲
し

い
」と
の
熱
意
に
よ
り
、実
現
し
た
も
の
で
す
。

日
　

時
　

3
月
25
日（
日
）、26
日（
月
）
　

13
時
〜

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

3
階
研
修
室

対
象
者
　

幡
多
地
域
に
在
住
の
中
高
生

受
講
料
　

無
料
　

持
参
す
る
も
の
　

紙
と
筆
記
用
具

申
込
方
法

　

住
所
、氏
名
、学
校
名
、学
年
を
明
記
の
上
、ハ
ガ

　

キ
に「
八
月
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」の
テ
ー
マ
で

　

イ
ラ
ス
ト
を
描
き
左
記
に
送
る
か
、
当
日
直
接

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

〒
7
8
7－

0
6
6
8　

四
万
十
市
荒
川
1
0
3
9-

6

（
有
）せ
い
ぶ
印
刷
工
房「
ひ
と
コ
マ
漫
画
ゼ
ミ
」係

☎（
3
7
）2
0
0
0

目
指
せ
漫
画
甲
子
園
!!

ひ
と
コ
マ
漫
画
講
習
会

目
指
せ
漫
画
甲
子
園
!!

ひ
と
コ
マ
漫
画
講
習
会

　

県
立
中
村
高
等
技
術
学

校
・
総
合
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科

の
訓
練
生
が
授
業
で
製
作
し

た
、
四
万
十
杉
を
使
用
し
た

長
い
す
を
プ
レ
セ
ン
ト
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
　
　
　

サ
イ
ズ
　

　

横
長
さ
2
9
0
㎝
、全
高
78
㎝
、座
部
幅
37
㎝
、

　

座
部
下
高
44
㎝

応
募
資
格
　

　

市
内
の
公
共
・
準
公
共
施
設
（
学
校
、
公
園
、
集
会
所

　

な
ど
）の
管
理
者
ま
た
は
代
表
者

応
募
方
法
　

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、施
設
名
や
地
区
名
、申
込
者
名
、電
話
番
号

　

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

提
供
数
　

　

4
脚（
1
件
の
応
募
に
つ
き
1
脚
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。当
選
者
に
の
み
ご
連

　

絡
し
ま
す
。

受
付
期
間
　

2
月
29
日（
水
）ま
で
　

　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

県
立
中
村
高
等
技
術
学
校
　

☎（
3
7
）2
7
2
3

長

〜
い
す

　
　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

　

市
で
は
、
四
万
十
の
新
し
い
名
物
グ
ル
メ
の
普
及
に

よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
一
昨
年
よ
り
グ

ル
メ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
の
メ
ニ
ュ
ー
を
実
際
に
体
験
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
食
材
の
利
用

促
進
と
メ
ニ
ュ
ー
の
認
知
度

向
上
を
図
る
た
め
、「
う
ま
い

ち
や
！！
四
万
十
グ
ル
メ
料
理

体
験
」
を
左
記
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
体
験
メ
ニ
ュ
ー

■
生
節
ぶ
し
ゅ
か
ん
丼

　

（
第
一
回
グ
ル
メ
大
会 

グ
ラ
ン
プ
リ
）

■
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
ぶ
し
ゅ
か
ん
風
味

● 

日
　
　

時
　

２
月
19
日（
日
）
　

11
時
〜
12
時
30
分

● 

会
　
　

場
　

市
立
中
央
公
民
館

● 

募
集
定
員
　

先
着
20
人

● 

参

加

料　

無
料

● 

そ

の

他　

エ
プ
ロ
ン
等
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

(

市)

商
工
課 

0（
３
４
）１
１
２
６

う
ま
い
ち
や
!!

四
万
十
グ
ル
メ
料
理
体
験

う
ま
い
ち
や
!!

四
万
十
グ
ル
メ
料
理
体
験

生節ぶしゅかん丼

平
成
24
年
2
月
号

30



平
成
24
年
2
月
号

31

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く82

　

大
昔
、
こ
の
日
本
列
島
に
棲
み
つ

い
た
私
達
の
ご
先
祖
様
は
、
大
自
然

を
た
い
へ
ん
に
気
に
か
け
る
人
々
だ

っ
た
よ
う
で
し
た
。
一
本
の
草
や
木
、

小
さ
な
虫
に
ま
で
も
神
が
宿
っ
て
い

る
と
考
え
ま
し
た
。

　

遠
い
天
空
か
ら
熱
や
光
を
送
っ
て

く
る
太
陽
を
最
高
の
神
と
し
て
あ
が

め
、
光
や
風
や
雨
に
多
く
の
豊
か
な

恵
み
を
受
け
て
い
る
の
だ
と
感
謝
の

念
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

こ
の
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
大
自
然
も
、

ひ
と
た
び
怒
り
だ
す
と
最
大
の
破
壊

力
で
人
間
を
懲
ら
し
め
る
神
に
変
わ

る
の
で
す
。そ
の
た
め
人
々
は
、木
を

一
本
切
り
倒
す
の
に
も
、
土
を
掘
り

起
こ
す
の
に
も
、
神
の
赦
し
を
乞
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

諸
外
国
の
神
は
、
砂
漠
の
中
か
ら

生
ま
れ
ま
し
た
。
広
漠
た
る
荒
野
を

克
服
し
な
け
れ
ば
生
き
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
神
は
人
々
に
自
然
を
克
服
し

て
、
造
り
替
え
る
よ
う
に
手
助
け
を

し
て
く
れ
て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
万
能
の
力
を
持
つ
一
人
の

神
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
た
の
で

し
た
。
単
純
に
結
論
づ
け
る
の
は
避

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ん

な
精
神
世
界
の
差
異
が
、
文
化
の
違

い
を
も
た
ら
し
た
の
だ
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
神
は
、
幸
せ
を
も
た
ら
す

と
同
時
に
不
幸
に
も
さ
せ
て
し
ま
う

「
善
と
悪
」の
両
面
を
持
っ
て
い
る
と

も
信
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
神
を
、

何
と
か
し
て
怒
ら
せ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、神
が

怒
る
時
は
原
因
が
あ
り
ま
し
た
。

「
誰
か
に
罪
を
な
す
り
つ
け
て
追
放

し
た
り
殺
害
し
た
り
す
る
と
必
ず

仕
返
し
の
神
が
や
っ
て
来
た
」の
で

す
。

　

奈
良
や
京
都
に
都
が
置
か
れ
て

い
た
頃
は
、政
権
か
ら
地
位
や
生
命

ま
で
奪
わ
れ
た
者
が
雷
や
鬼
に
な

っ
て
、
国
中
で
大
暴
れ
し
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、大
和
に
滅
ぼ
さ
れ
た
、

出
雲
の
大
国
主
命
や
蘇
我
氏
を
は

じ
め
、平
将
門
、菅
原
道
真
な
ど
、挙

げ
れ
ば
果
て
が
な
い
く
ら
い
で
す
。

　

中
で
も
、
博
多
に
流
さ
れ
て
死
ん

だ
道
真
は
雷
神
に
変
身
し
て
、貴
族

の
屋
敷
や
御
所
に
ま
で
も
落
雷
し
、

彼
を
陥
れ
た
者
た
ち
の
命
ま
で
奪

い
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。暴
れ
る
神

を
鎮
め
る
た
め
立
派
な
お
社
を
建

て
て
祀
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

京
都
天
満
宮
は
そ
う
し
て
誕
生
し

た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
代

人
な
ら
子
ど
も
で
も
知
っ
て
い
る

自
然
現
象
に
、臑
に
疵
も
つ
者
共
は

雷
の
鳴
る
た
び
に
生
き
た
心
地
も

な
く
暮
ら
し
た
時
代
も
あ
っ
た
よ

う
で
し
た
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
　

衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

駄
馬
 

太
祐

澤
田
 

羽
恋

藤
原
 

蓮

加
用
 

莉
恋

岡
林
 

穂

河
野
 

心
結

相
田
 

成
摩

繁
山
 

千
慧

増
山
 

一
花

上
原
 

京

宮
川
 

帆
菜
里

植
木
 

萌
衣

山
口
 

叶
真

曽
我
 

祐
太

片
岡
 

大
樹

弘
田
 

心

前
田
 

ら
な

安
田
 

一
香

山
本
 

笑
里

池
田
 

友
里

田
邊
 

梨
乃

大
﨑
 

真
穂

中
川
 

咲
弥

た
い
す
け

 

う  

ら
ん

れ
ん

  

り   

こ

み
の
り

  

み  

ゆ

な
る  

ま

 

ち  

さ
と

い
ち 

か

き
ょ
う

  

は  

な   

り

 

め   

い

と
う 

ま

ゆ
う 

た

 

だ
い 

き

こ
こ
ろ

い
ち  

か

え
み  

り

ゆ
う  

り

  

り  

の

  

ま   

ほ

さ
く 

や

大
成

友
和

竜
児

康
人

良通
久

弘
道

聡勝
博

仁一
幸

亮悦
生

康毅
実

直
樹

啓
介

圭
一

直
史

優
作

哲
也

博
士

浩
一

（
平
成
23
・
12
・
６
〜
平
成
24
・
１
・
５
届
分
）
（
平
成
23
・
12
・
６
〜
平
成
24
・
１
・
５
届
分
）

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
京
町

右
山
元
町

不

破

安

並

安

並

入

田

入

田

具

同

具

同

具

同

渡

川

具
同
田
黒

森

沢

九

樹

山

路

間

崎

津

蔵

渕

下

田

下

田

利

岡

大

屋

敷

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
江
川

86  76  94  57  100  76 787786718696899889649385839885

7251

右

山

駅

前

町

駅

前

町

駅

前

町

右
山
五
月
町

不

破

中
村
丸
の
内

安

並

古
津
賀

具

同

具

同

具

同

渡

川

渡

川

渡

川

有

岡

竹

島

井

沢

平

野

蕨
岡
甲

西
土
佐
下
家
地

西
土
佐
江
川
﨑

西
土
佐
半
家

弘
井
 

一
男

遠
近
 

常
夫

夕
部
 

小
冨

尾
﨑
 

英
澄

橋
本
 

國
枝

渡
辺
 

秀
男

久
保
 

愛
子

西
村
 

昇

大
石
 

益
子

　

本
　
 

マ
サ
エ

市
川
 

敏
治

布
 

末
喜

亀
岡
 

萬
吉

川
田
 

晃

矢
野
川
 

信
明

刈
谷
 

節
美

和
田
 

玉
代

小
玉
 

利
忠

宮
﨑
 

三
重
子

山
本
 

定
於

酒
井
 

森
幸

岡
村
 

泰

平
岡
 

明
夫

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享 

年

氏
　
　

  

名

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

す

こ

ゆ
る

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

ま
つ

す
ね

き
ず

土
口

「“いつか”を“今に”。日本の国土、北方領土」
（平成23年度北方領土返還要求運動に関する標語最優秀作品）

毎年2月は「北方領土返還運動全国強化月間」です



■
発
行/

四
万
十
市
　

■
編
集/

企
画
広
報
課

〒
７
８
７
‐
８
５
０
１
　
　
　

  

　

高
知
県
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
丁
目
10
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
４
‐
１
１
１
１（
代
表
）
　

広
聴
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
２
０
‐
４
５
９
７
８
７

四
万
十
市
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.c
it
y
.s
h
im
a
n
t
o
.lg
.jp
/

Ｅ

メ

ー

ル
　

k
o
u
h
o
u
@
c
it
y
.s
h
im
a
n
t
o
.lg
.jp

：：

広
報 

四
万
十
　

 

平
成
24
年
２
月
号

No.82

市民病院

大野内科

竹本病院

市民病院

木俵病院

市民病院

中村病院
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   +  12

）
）
）
）

36,084
17,039
19,045
16,305

81人
54人
22人
37人
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ラ
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ソ
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泳
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ル
ウ
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。こ
れ
ら
四
万
十
川
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舞
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に
繰
り
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れ
る
ビ
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に
、こ
の
た
び
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イ
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が
加
わ
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こ
と
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こ
れ
で
年
間
を
通
し
た
四
万
十
川
版

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
が
完
成
。最
大
延
長

は
な
ん
と
３
０
０
キ
ロ（
マ
ラ
ソ
ン
１

０
０
、水
泳
５
、ウ
ォ
ー
ク
59﹇
２
日
間
﹈、

自
転
車
１
３
６
）。四
万
十
川
の
魅
力
は

ま
さ
に
無
限
大
で
す
。
　
　
　

（
Y
・
T
）

■
１
月
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に
第
１
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が
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生
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ど
よ

い
練
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。子
ど
も
の
未
来
の
た

め
と
思
い
、エ
コ
チ
ル
調
査
に
も
協
力

し
て
い
ま
す
。
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だ
さ
い
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今月実施の統計調査
2月

調　査　名 調　査　該　当　地　区

市内全域経済センサス
－活動調査【市主管】

家計調査【県主管】 右山元町2丁目～3丁目、
右山駅前町、一条通3丁目～5丁目

家計消費状況調査
不明
※国主管の調査のため該当地区の
　詳細は不明です

個人企業経済調査
【県主管】

中村東町、中村於東町、中村新町、
中村一条通、中村大橋通

労働力調査【県主管】中村東町1丁目

広報

広報

「広報四万十」3月号は3月7日(水)発送予定です「広報四万十」3月号は3月7日(水)発送予定です「広報四万十」3月号は3月7日(水)発送予定です

調査員は顔写真つきの調査員証を携帯しています。
調査員が訪問した際にはご確認ください。

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備

岡崎プロパン㈱

㈲夕部設備

西南管工

㈱奥宮工業

㈲大同設備

㈲石井建設

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道
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☎(３３)０６６０

☎(３５)３４５８

☎(３７)３３８３
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☎(３５)４８７９
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☎(３４)６０３１

☎(３５)２３１６

(34)1711
(52)1111

水道の使用開始、中止は下記まで連絡を
（本　　庁)  水　道　課　☎（34)1711
（総合支所)  産業建設課　☎（52)1111

　寒波の影響で気温が下がると、水道管が凍結し
て水が出なくなったり、破裂したりすることがあ
りますので、気象情報に注意し水道管の点検をお
願いします。

●特に凍りやすい個所
　屋外でむき出しになっているところ（給湯器、温水器）
　風あたりの強いところ
　北向きで日当たりの悪いところ　など
●凍結を防ぐためには
　水道管に市販の保温チューブや布切れを巻きつける
　蛇口から糸状に水を出しておく
●凍結、破裂が起きた時には
　凍結した水道管にタオルなどを巻き、ぬるま湯
　をかける（熱湯は不可）
　破裂した場合は、「止水栓」を閉め、市指定水道業
　者に連絡し修理する。（自宅等敷地内は自己負担
　です）

※道路や公園などで漏水を発見した場合は下記ま
　でご連絡ください。

(本　　庁)
(総合支所)

水 道 課
産業建設課

☎(34)1711
☎(52)1111

寒波による水道管の凍結・
破裂にご注意を！

市立温水プール休館市立温水プール休館市立温水プール休館

休館期間　3月9日（金）16時30分～3月15日（木）

問 （財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）
　　　 ☎（３４）２０７１

　設備補修と衛生管理のための一斉清掃をしますの
で、次の期間を休館とします。

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

広聴ファックス ０１２０－４５９７８７
フリーダイヤル し こ く ななはちなな

み な さ ん の 声 を
聴 か せ て く だ さ い

　｢開かれた市政」を推進するために、市民の皆さん
一人ひとりが持っている市政に対する意見、提言や
要望、苦情などをお聴かせください。　

広聴メール
四万十市公式ホームページ上に設けています

h t tp : //www.c i ty . s h imanto . l g . j p /

【経済センサスについての問い合わせ先】
（本　　庁）企画広報課　☎（34）6128
（総合支所）地域企画課　☎（52）1111

【その他県主管の調査についての問い合わせ先】
（県）総務部 統計課　☎ 088（823）9344
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